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序
本4?に掲-載した発掘調査は、筑後東部地区で実施された県営圃場整備事・

業に作って平成8年度に行った報告書であります。調査の対象となった遺

跡は、同地民内に所有する一部分の埋蔵文化財-のうち水路掘削や削土によ

り消滅することになった鶴凹西田遺跡、鶴田東大坪遺跡、鶴凹西畑遺跡、

鶴凹野|日遺跡の約6000m2の記録であります。

県常岡場整備事業が実施される筑後東部地区・帯は筑後市内でも遺跡、が

密集する地域であり、闘場綬備事業をはじめ九州縦貫自動車道八女インタ

ーチェンジなどの交通や物流に適している立地であるため各種の開発が進

められており、当j立跡に所釈する文化財の調査並びに保護について、早急

な対応が求められています。

今|司の調資では、鶴田西im遺跡、(AI玄)において市噴|時代の竪穴住屑か

ら蛇紋ね製の勾玉、 仁製人形、下づくね土器、鉄製品をはじめとした祭犯

j立物が多数出上しました。

また、鶴田東大伴辺.t跡l次捌任 (A区)から In石繰時代のナイフ形石鮮

が山上し、当地域での先人逮の生活をよti:rtlJ比る事が出来た事で、..ct:ID:な成

果がありました。

なお、発細部~*を行うにあたり、福岡県筑後川水系農地開発事務所、筑

後東部改良i烹及び、地元の方々には、多大なる御配慮と御協力を賜わりま

した事に!感謝のなを表します。また、今後の文化財愛護思想普及の一助と

して、学術研究の資料として、本41i:を広く御活川いただければ幸いです。

おわりに、この報行f!?の発刊にあたりいろいろと御指導、御協力いただ

いた関係各位と発抑制資い参加されました持様に対し、!享く御礼申し上げ

る次第です。

平成12年3月

筑後市教育委員会

教育長牟田口和良



例言

1. 本山は福岡県筑後川水系民地 Im~ê*務所が、!と Jl比8年度に実施した県営問場佐111H・Jf業

筑後点部地区の事前調子モとして筑後市教育委以会が実施した山崎文化財発楓調査の報

F711Fである D

2. 発射調査および出上ill物の挫却は筑後市教育委11会が行ったo J11~査関係1'í'は筋 1 73

第IUi'i. 削有経過に記したとおりである。なお、出卜.泣物、 I~I I師、 '5LZZ字は筑後 rlï教f?.

委員会において収I1夜、保管している。

3. 本1lFに化川 したI?{II師のうち、追榊実iWJ1::<1は、柴川剛が作成し、 111構全体凶は、航空R
'ヲArl!lJ1止を尖施し、写測エンジリアリングに委託した。遺物実測閃は、、|λ塚あけみ、

r-1:雌玲 f、柴川が作成し、辿物の製凶は干塚、辿;榊は柴川が作成した。

4. 本件に使用 したill構写41および辿:物万引は、柴IHが搬服、主11"t]:以aは (有) ~ii '1'写

真~ Iilij に委託した。

5. 鉄製JIllの保作処町、!日tJ~\î処.fTp'および、 X<<~透過'511Jj止ji診は、木市!付 di救育委11会文化

財課下川 IIJ符 rj_~ にお願いしたo

6. 今問の調先に)1 Jいたj1441HAiiMiは、 11il-l:mM 1t11~}2凶似系をよ~~牲としている 。 また、

)J1立はG.N.を基準とする。

7. 泣榊全体|災|で示した{波紋は批汚しをぷす。

8. 本物で使JTJした地仰のぷ示は、 卜'J己の11栴けによる。

SI 一暢火イl:}~ :' S 0 -i'!'lc S K --1:蛾 S T-主主 SXーイミlりj辺kft'IJ~ .批百L S P-P i t 

9. 相ifi;』に掲載したjitHlJ.帯日・は，ulJ1t段階での仮帯U-を'1てかしている。

泊;械の11栴な (SD.SXなど)の!日Jに調査次数を泌することで過去および将米のIlI'jill 
跡の訓告における辿梢荊:ひのilHUを避けた。

(例)約l次l制作のS一10がl笹火11:J，J;'であった助什IS 1 10となる。

10. 本lllFに制岐した参考文献および.iit物の分知については以下にr氾}慨している通りで

ある。

部2市 {立世と環境

筑後 rlî数行委l~会(1994) 

筑後市教育~U会(1995) 

筑後rlT数行委n会 (1999) 

都5~;~: J5"梨

( 1 ) 

筑後rli救育委u会(19!!g) 

筑後dj救行委μ会 (1990) 

筑後 1打数行委~t会(1994) 

(2) 

，j1I町、rli立fJt#jSl世史資料館

「筑後!+!:部地1>(.ifi跡昨 1J r筑後di文化U-r，1陥!]ff.十Il~'l也前川 県j

「筑後*古IU血|むな跡昨日J r筑後市文化rl1 1iJ1HdfH'dlf郁 1 2~J

「徳久'11*.山遺跡J r筑後rlT文化財訓査報;5111・前19U!J

「間制Il地跡|

rl波紋遺跡群」

「久l;S.(~ }，，;.;世湖、J

f筑後rli・文化J!1pl~J1件It~パ，~前5~J

f筑後 rl î文化1I-r，i'/iJrt報特件前6~J
f筑後 l打文化11ft"日世報~I ，~~r~郁 I J~J

(llJ97) r l 'p.ll!糸 ~:Iîの 1'!ll物館 p a r l 1 "1・rt1f時代制j



(3) 

イiYffl!!Ht{(1992) 

年占「戸を慌しすr会(1997) 

年，~・1ア:を裂しむ会(1998) 

(4) 

rll本IJj(始・ ILj { tfl:J;I;'の研究j

f上明創刊号'J
r 1二階第2号j

自IS出比11，;11ぶ (19的)r LI本政緋社会の成立過程J :fti皮析11?

訂~!f'I ，;I}:11¥他 (1991)r也前と祭if~J r ~干上"1時代の研究3J 雄山間

古川弘文fi.li

近つJIH~I}，~q知的 ( 1995) r' l~成7年度ボ本特別展 黙と政 占哨時代のまつるかたち -J

〈宏安瓦去.寸u峨成此‘ザ考，Ii片川Iパil附却
(5) 

挟川!.'J;ー (1993)rm叫にみる供献形態の変混とその汗"l;t 北部Jt.州をrl'心としてー」

『貿劫|陶磁研究No.13J 

筑後di救Tr1i5 U会 (1990) r雌敬遺跡昨J

筑後，!l'救行委iI会 (1991) rr，'F，71遺跡:J

筑後"1史編さん委n会 (1997) r筑後 dì史前 I ~J
(6) 

『筑後di文化財調査宇fH';''!I-~ 6染j

f筑後d5文化IH~M1けIÆ ;J;_世:第7~J

筑後rli救行委L!会 (1994)r筑後JU部地I.{遺跡群 TJ r筑後 rlì文化財訓j作十日告・ -ð郁 11 1~J

筑後rlj救Tt長u会 (1995)r筑後~1~1)地 I;{辿跡昨日 J r筑後l行文化財制fE柑 ;17作部 1 2~J

嗣hY，j県教育設u会 (1998)r嗣岡県jllt崎文化財刈椛年十~( 'jL)北7年度j

陶磁器

桃川町次郎・保UI勉 (1978)r大市府1-'"ナ.の輸入lド1"1陶磁協について 形式分野lと制作を"，心として-J
rJL州ltt~資料館研究J命保4J

石鍋

官早川勉 (1983) rmィ{製作~:~ q: 

11. ボ紙は-~~.} n II}可~lII j:古跡(A Ix:) 1 S 1 1 0 11 ¥ 1: J二時実i1tlJI~I (1/1) 

12. 本12に掲載した地1~1 は、 i131没併 l叶!て j山:flHW，t長の*，訟を qUて 、 II ，J I兇発行の 2万5下

分の 1J由形 |火|を似製したものである。 (;.1\ 1認許 庁、 I~ 1 2)L娘、約 61 ~J 、 6 2ザ、 63 

U、64ザ)

13. 本ilFのも~<I'~:、制Id集は柴川がm-'J í した 口
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(AI~) 1 S flOI・1S XOS'，;:Jlil~Xi兄 rや'1ド'ìù' 山 1;から・ j .が~t)

1'111 27 (̂  III 1 5 Il() I 1 ~\H~f，1 a・・ a (州市、九)

(八|イ)15 DOll.m川県b..b' (内かむi

1'11128 八1<)1 S X05うにlill~J\I~ (I，~から)

'Alq 1 5 XO~ んJltlj人，兄 11ト1114から l

I'lu2<> (Alo() I SX05....11W.刈(~tJ'~から)

AI{) I SK I () I.M'~f，~e" ，" (111から)

I'I~JO (A I，() 1 S K 1 0'';':IIt! ~^i見 ( 11íから }

('¥1イ)15 K 14・1S K 1 51，書III~J\ I兄 UH!Ùから}

l'l，dl (八l>l)1 S 1¥.14・1S K 15 l.~lJlt! f _ (' (11/~iから 1

(AI<) ISKI4・1S Kls....llt!jλt兄 (111収から}

l'lan (八Il)1 S K20・1S D2S・1S nso 1 I，.>HJ!t.f h・・h・(内から)

(AI.{) 1 SK20・1S n2~ ・ 1 S 1】~()lm'.l!~II-g ・ (11rl'~から}

1')".1' IA!.() 1 SK20・IS 1125・ISIHOI.MIJ1f，tili!ll:(1ftから}

(AI.() 1 SK20・1S D2S・ 1号ll50'....11t!状況 (州市、t，) 
ドlu

(AI.o() I SKJOI~" lJ1tl .. i ・ (iItから j

I'lu.J5 (A I.() I S K 'O'JI.:ltW，j見 (11r4iから)

(AI<) 1 S r~s 1 MlJlf，1 j. J・11じから)

1'!.116 (A!'{) 1 S T、Sji'!:物1111 j)¥lll. (.1ヒ恥から)

(A[.t) ISK40IM似f，fk k・(11Iから)

1'11I ，~7 (Ali) 1 S K40'̂-JtW，刈 (111から}

(AI<) 151¥.4$えlbUkilt(.1ヒから】

1'1113揖 (AI<・sI，()1111 1:7.:; (1) 

1'1".39 (A j<) 111 Ui2品(2)

PI~， 4() ( A 1 <) 111 1 ;ィ ì ~:Y (1) 

I'ln.41 'Jl l fI 'flll ;立幼 ~~t民 (市中:'i.t\ • I'~ 1:から・ 1:がili)

令i:t('~'I"I/!'\ • ~ヒから}

1'lu.42 1詰[)OSI桝aJlt.fb…b' (内から}

I 5 DO~ U頃似て.d内 d'LILtllかん}

1・1[..4' 1日1>07・1S 1)011 1M .~t，1ト.l" (~~咲か九 i

I!) D 10 1 S lllS 1M制t;tI..r・(州から}



第1章はじめに 第1節・調査経過

品世間場整備'Jr.~筑後*部地区は、制岡山市内m~、筑後市の，t.ì ~i部に W:í?tする この地区は、本-&'11

心の二E作穀倉地'iifとLて品業特科が行われてきたが、近代j長柴の改善に作い施政協lぷ:が諒入され、 12
3佐経営は多様化している。 しかし、排作'1ィ、整形かつ狭小で分散され、道路や川排水路の幣仰は'f1われ

ていない状況であるc こうした状況の小、耕作の民間化、 l正Illij戦J:11¥、牒ilIの戦NlJ、J1Jf41:水路の分献など

世牒体系を冊立するため、 平成311'-から凶IJ品鞍怖I~J~~駐が実施されるようになった

先制I阿世については、干成8{1'-庇に筑後 rli・8士 fì .~n会から悩|刈県筑後川水系民地開発 'J~務所へ Í' íじ地I"j

に!II!J~文化111 が認められた 'Ji -a-'H 業関係者に問答し協~óll を行っ た 協議の鮎J柱、|筑後収部地|豆油跡群担l

J岐文化財先制I;JlJをJとして. JMì'í'Jの及ぶ支k~~川 1JI:;j(~特工 'H予定地AぴrMの削平を受ける箇所を 品j査対象

とすることになった 時崎文化財党.ffitl，ì向査の't~JIJについては凶、県から ・部の補助命受け、受話fi'!'!lU 
については文化財41!t'í剖~I"jでれ相し、残る~~川については水系、Jq~JPrが叩H~tlする ζ とで合意した

制ヂtlよ‘jL J北8 if.・ !立に~h\!i し、遺物の鞍Jlll& ぴ械{'.j'l'トイ;: Ioc については‘手!北 JO ・ 11Sj=.J立に筑後市役所l付文

化財戦国明にて行った。

なお、先制l制作及び推即，作業のI刷係Eは次のとおり である }また、千成11年4)Jから筑後rl1の機械改，'，γ

により社会教育係から文化係に庁T1"i:が変山になったu

，) ，J~J査]~体 筑後dj救i'f委Ll会

2)総M 'VI&;X~I~}主

救iJ民 保凶j長之

教it部長 ill:fI{忠ん

礼会教育~qai: "11 I:ì~ rm 
11:会教'(f係以本村正I~'J

干1:会救行係(文化財相、円)

(文化111'，1/門!臨)，l<比舟徳

小林!)j作

111 q 1 1刷

(文化財ザ':l~Ll) 

( 1~4 ，1 ( ) 柴田岡IJ(調査担当)

3)強制1洞化参加1". (JII'i不川、 1政件目白)

‘1>:)北II{ド度

ホIIIr1.fllll 
ト)11靴IW
1ド村内l品
IUiI'僚 ・(文化係係k)
文化係 (文化IIHfl吋)

;"}<凡秀徳

小林男作

LH!A. J; 

柴 田岡IJ(報告書担当)

Jイi~'L.: (ト111.7.1-)

愛川純 奥村太郎 小野ii'{次 小llf['ミノ ブ JJII雌礼子 fII品川U~ i架 I~J J~~~f' f. i来111n，，( f-
、 I~ )引.J土 村.r.幸子 高山~i:It f-)1・卜，~ftよ 尚)1八 1ft:子 i葉町ス ミf'，'{1I1怖 lV山内良子

大J事政夫 椛山美}J.~r .1じ}:，~ii'f 卜JトJ¥ir~ (-flJ '1'. {- 近雌ff!1 近J肱ヨシ子制)'j州

小町カトリ 午):，~'}(/. [ 'I~ J 1: ，F )~~ 松本間l~~ JI: J:むつ:r- H 1.:丈il!f ， '{n~J帆 r 。百山加I(~ [-

J¥'Iちゑこ 品~M伺央 M(lIdILl: .\l~J劫ギ，iJ i民川タミ f 栴凶J;(r 4':f・J' ~j; - '/J'r!i弘{・
i[附t'i'W.. iT)~f ，1ミ1~'( iilh也Jj(子 1 !lrl'ミドリ ードJl"J.'U台 矢次干11枝 il;t辺 1'Jt.}'~ il;t辺晶子

，1別年奈緒克 f.ll!11刺 r 川Jb奇ト シrn l・，u台 *~ミ子 池本宇佐 r- 太川ill.て岐 市J7fりj持

城崎マスヨ ，Jî '~妙 r

4)紗理作業安加l符 (}llriボfllJ、lyU抑制

~~J1空宇JlìUJ;U 千坂あけみ i1:雌玲子 (-H! 1.3) 

襲J1U作業~1 ~'f'll lJ 1 1 ~Ir [. ，I.!~地itl'I. r博まど件 (-ト110.4) ll!f'l寸01'1件品川寺;A:

なお、，1'~J 1f &(f蝦即に|概しでは、筑fを見」;古11上地&lll正に御陥h をm さ、次の )j 々にイr.?J:J誌なご指部、御

教示を11弘った J己して!ts訓の底を点したい また、 rliJ僚の上十l共 t氏、小林克作氏にはパソコンの持作

で陥ノJを得た



f1~1Î主主~ (~1;政人"'/:) 新11;(IL J)I~ (九州Jtf史資料館) 小百Ifll手IJ(悩|前j県教育I r ltT教育~J~務所)
城)iM!利、111付1.f徒、，f:jt，冊子、 ql山恒次郎、JI:卜臼正、目的?'r:..、 ド川可容 r-(以上太宰府市教if吾日
会) '/;\'IÌ< lt(樹、1' 1 木守、 ~IIIf民公保、小沢ム自IS(以仁久fU米di教育奇Ll会) 亦崎敏児、大塚忠治、

'1リIlhi'i[.、111川J'!JJ(-(以 1-J¥. ~ dHXfi'安11会) 1l1'II}J.{M (i朝刊11fT教育委μ会) }己崎i~{太nls (広川
町教行委u会) ほ本映 r( =.情(町教if吾川会) 行 jド扶美子(イxJJllI町教"(i吾u会) 人・坪剛(水巻町
教l;~n 会 ) 11 1 川聞 い ~滋:、 Jf間以 IVJ、坑1/:金制行、 J;'~よ、水ノ iT和向、佐々木降彦、杉原敏之
(以"，<<1¥1品;J~，t，~x 11' 1 J'文化，，110 8後?訳出(戦 f山TJ世史資本:1fil'!) 此u1光11:(2i賀町教行委U会)

川村 |唱、瓜生秀丸、 hYiJ郎柿俊(!'J.l ' 前Il;~ di救'(;~U 会) 111 m Ji;樹、坂井~~ (以ヒ大ホWdi教育長
n会) i1{旧ザ':(" 'ILfJ rlI救'(1'f<? U会) ・ ，~附丸怖 (宍輪町教育安u会) 也;mi{¥之、杉本面史(以上小

1m""教育安lt会) ;1判どき.'J.I，史、 rJl能陀 (以1.r-北山水!Qi'I' di教育委日会) 備本側l多 (奈1~~';1(悩 n市教
育長u会) di村悦太郎 OHr・tl i}: 人よ~I(.f- x化111 tiJ.lJft研究センター) JiJ地潤ー(大分dj教育委以会)
小沢iY: 、 fiB北H日午.~，I 、'1 1 ~1\~帯、今J反公・、 1'山.;(知的(以 I:U-tI.II法人?¥'i ItslIrli文化111センター)

伏川 l'l ' (111 !.}I法人Jじ興与文化111問究所)

F i g.1筑後収部地L><:lrmJ劫tHslt'Jf般における党J担I，11M作地点分イ[il火I(1/25.∞0) 

;1~Mi.5{r 1真、・r~成1011'1立 i でソ~h(h l t.ょ筑伶.~自，11問t品位協事業に1'1'う埋成文化財党側訓*遺跡r，一覧去
(F 1 g ， H')凶 I(U/骨 ~J と jti跡f，- 弘Jとの昨サは 炊する )

. '1/.此5イI ~皮~I日t ' 1~ 1!比611 :. I![;;1，\f1i

1.削1U ~~iゑ遺跡 l次側先 5. 鶴川 Ij\i.ß遺跡2.3，4次~Ht
2. 向fll~IJ;(遺跡l次~IHf. ( A ・ Br~. ) 6. 久忠~!f' Ji;j賞制; 1.2次，~~1t
3.削凹I)if品遺跡 (A・8・CI>() 7. Wrì附j~JI;(j也跡
4.鶴川JLIII遺跡 (A. B・C.り区)

女千11.比g.1r:f.丸山，Jff ・ ‘r- I~比911とj広州:J1i
19.削l11内問遺跡 23.悶m米大伴遺跡2次訓告正
20.飢川凶'tUI遺跡 (A・8・C' D[.{) 24.同mi前代遺跡

21. m川以人坪遺跡l次，i).¥Uc(A .日目)25. 久.'J!.~じ *'点l't跡
22. trl川野川追跡 26.久忠今町遺跡

司!ド'1.1(:10.1ド庇凋1.f. 27.新情火)L遺跡

29.削111'ドゥ池遺跡1.2.3.4次ri)，lJ1f.
30.館山首け二"i也辿閥、1.2次的l金
31.仙川内'1・γi臨遺跡

28.新栂北新特遺跡

.320 鶴川本ft'~ ノ f'l追跡

2 

企 '1~ 1l比7年度品，J 1f.

8. tn川術Il;{遺跡2次目別世

9. 制IU Jl~ilt.'ι遺跡 ( A. B灰)

10.久j制強雌遺跡1.2次例代

11.久忠内次J'm遺跡1.2次訓先

12.久!山;・ノド遺跡l次訓告

13. 久忠J ~t ノ下遺跡2次訓Lfê ( A . B ， C 'Dば)
14.久Jι」じ';d幼遺跡

15.久忠川ノよ遺跡

16. 久.IJ!.見d:~遺跡

17.久!ιl'1111恥遺跡 (A.B区)

18.久忠rJ'肝遺跡 (A. B区)



'喝

第2節遺構の説明の前に

制1TI1'悦Is遺跡 (A[R)の1S [ 10戦穴住1，1;'の訓Ht途中で担当者が交代したため、遺物/l¥上状況および遺

構検出で不明な問所がある。

以下、悦式問 (Fi g .2)をmいて仁肘ポイント(凶 a)、遺物取り上げ、 Pi t、遺例検出等につい

て説明する。

1 S 1 10で取り上げたi¥1物は、料似で不した部分に?!iたる(凶m)。この郎分の遺物は全て砥・1:中の遺

物として取りヒげたc残りの部分について|二を北 (1S 1 10北) ドを I$j(1 S 1 1 01~j) とし、府位ごとに

分けてj限り 1:げた(例 ・1S 1 10・Jじ21付、 1S 1 1 0 ・ 1+f3/~~~)。

また、鞍穴住府の 一部に強り/1¥し郎があったが、 1S 110としてすでに拘II'IIJしていたね、砕しい状削が

わからなかった。 そのため訓資r~ を一部拡帰した粘浪、仏肘が切り作っていることが剖1:認1 1'1米た ( 1 S 1 

20)0 ，í~，J査|ベの拡張を行った部分については、 ヒ肘ベルトを中央に設定し、イiを北拡岐部点とし、左を」ヒ

拡似部西とし!函位ごとに分けてJ~ り 1:げた(例・ 1 S 1 10北拡岐部点2庖、 1S 1 10北拡岐部東3府)。ベル

ト部分の/1¥ti世物について ILiJ械に肘 (1/: ごとに)I~ り 1:げた(例・ 1 S 1 10北払版部2附)。本来、 1S 120と

すべさであるが、{反砕り・をいかしている ，その他、思火住居内および拡張部分l付で確認した遺榔を Pi

t C し 、 1 - 1 3の千件日・をつけた (~I i )、Il¥r.泣物についても同位ごに取り上げた(例・ IS[IOPit5、

ISTIOPlt6・611'7). 

/ 

( I~I a ) 

E 

11 

F 

G 

， 

(似1m)

時穴住Ilr;.悦式1z<1?'，称 ・覧(1ハ60)

l、4(は火) s、7.12(M内仁11*)

R.II ("IH上切り1締) 9.10 (別温情 ・舵乱)

1.1 (11¥入り 11) 14 (炉)

スクリントーン(倣化問) f~)L (小位穴)

小柱穴 WC4JO~ I iU1HI!(一見

A.9.7cm 1.l.16.0α1 C.7..'α1 D.IO.6cm E.8.lcm 

r .9.2cm G .4.1 CIII 11.4.1 cm T .11.9cm J .21.5cm 

K .21.4cm し.6.!lcm M .5.0cm N .:l.8cm 0.1 1.3cm 

pふI!cm Q .5.2cm r~ .4.3cm S .2.6cm T .6.1ロn

F i g.2 I~世?に{ 1:1，1;'悦式|ス|れ休 】 ~~ (11160) ・小住火 (抗出)ii十iUlJ仙一覧

3 



第2章位置と環境

~ql~で制作する筑徒点部地|正;古跡、Ityi は、仇後 diの I+.j ~!剖i に(立 ti't し、前)山附田遺跡は、筑後市鶴 1.I:l::.，:凶

m、rm川両州I:i也跡はliiJdH.n川午両側II、制)川*太郎遺跡、は同 di~1':川平京大伴、紅j旧 ~tf'出遺跡は同 dî J1.!l田中

国f川にJ~ftfする

筑後 rli は、同|吋~';l.の市 1}4t~11、筑後千野のほぼ1]1央い位 in し、 Jヒは久制米 d了、以は八女dì・、 I~rは制1河町、

IJ可はよ木UrJに|帯般 していゐ 】JR 1.庇児山本線と11¥1 ju 20りリマ線がrli の'Il~とを南北に民・さ、 If.liû442~'綿がJU西に

柚附するc また、久fll米diからl甘い12km、大本問diから北に21kmの距離に位相する 3 地理的に比ると、 Jヒ

ド 7判長111 、 ij!に水制1 11地、 I+.rに 1;\IJ巴山地を盟み、水制山地から八ム:dî、広川|町を純て I~ì阿に延びる 1\9:li: 
院が、釈遡ヶlちより流れ出す矢部川の(，1;主に仏かり、筑後flj北東部からイ)1りJj毎に延びる。市内には、 ・級

M川の矢部川ヤ水111の背fH耽川水として哨11111された人J.M川の山ノ)I~川、北京川が市内を削減する 。 d1内 li

叫'flui5-40ml人jにおさまり 、III地から低位i!n¥地にi制移するJ也峨い1tiltしている。

今Inj十f!~II'~.J-る筑後取部遺跡l作は、筑後 dìの l何点却に 141it し松山 1 4 - 1 6m砲の低位段!モ lてに立地する

~':，'( ¥，、てdil人jの主な追跡を時代を迫って慨慨する。

rliI人lから発はされた111行協|時代の辿物については、蹴散坂11遺跡:から/1¥1:したf(J~It状(j持 I D:が知られて

いゐ tl日文l時代の遺跡は、 dj1人l の i村山部に掠'1'しており、学史的にイi名な早JUJのfqln~文よ慌が多量に山

1'，した忠111辿;跡やイ{キ11みかを検IJ¥した，ιiii{lTl i1i跡部がある 、弥生時代のiii跡は、故多くの竪穴イIU;-r;.を検

/1\ した IÚ~:~をほノ本遺跡(効、11:.1] 1 J問-， 1 ，)"仰をJYJ)狐塚i立跡 (体性終点- 8~白初出.~)、 3話相を検出したl故数.1+(

~!f' l'i{敷地跡:などdirJ、lに分布する c ，'i墳時代になると、八京li'，1後-併に市川がj立 'i;~'・さ れ、広川町と筑後 dï

にまたがる1"1指定史跡:でめる行人山，1i Jrt、八広diのなう}II11 ~iJn、来場，1，1ft 、背l桜J家 1川崎、前j比山 1 '11([ な

どの大1~~I~f )j後川tt'tか鍛造 さ れる 。 また、これらの人?~，tr 1t'tとは別に、 di指定文化n1である欠塚11，.1ftな

どの'1'胤松の，'i.tt'tが~~;tされる 1~部地-閥、では、世火イト)，f;' を検出した m111l遺跡があげられる 。 奈良時代

の泊跡lよ、 SOOI!tT以と咳?にiH~'を検H\ した )'l集品初j世閥、や I~Jì lll l l ノ I~jn跡な どがある 。 梅前削il l川|川111山h' ノ塚A地S制跡、カか、

らl山l片f代のrn泊且である1/州1川川句可山iH尚i旬lu:止J;辺且が硝硲i叶;認忠されたο 1行.

みえる，1山l片i(代に目邸駅iJ{京、日9!f'肌は筑後1[i liiIiI¥ "{: *路付近に~ff'.1とする説がある 。 近|せになると蹴峨街道の術駅と

して羽犬域仰が栄えていたIj'I片では、)，1+的跡と される民的J)j川追跡;などがあり、近111では、|川 ケJ9r1'， 

1'4 ウ J~rjfi跡、が引'Ii，l~‘されている 。

筑後見〈部地I~&跡昨J.'iJ辺に|出を転じてみると、 1 1Hi ~~ll，~!tの泊物に|則して、今 1111 版作する'<<fWI ~~大坪

辿跡 l次 Il)，~* (A I i. ) からナイフ形イ{時カ~I I \ ヒした。 筑後 d11人jでは2例日 の発見となる~~'，r(な資料である。

統し、て ~.I日文 I~，~:代になると小10Jの行組み炉 U~ ，( d立情)を検出した久忠 ' 1'MIJ'遺跡ヤ消し穴状遺構を検出し

た久.'JJ.I人l次rm遺跡な どがあげられる ，'JfJ、II二時代になると、平成10年度j問先の削ITI'ドヶi也遺跡4次澗1fで弥

生'11WJ ~自の 1~州を検 11\ した r また、~~、11モ後 l問 ~終ぷにかけて、暇穴住肘を検出した的問山添辿跡ヤ、 'I~

1& 1 ()ifミj立，t陥rJ1fの官II川州'1:ケi也I制作からも数多くの暇火{工I，l;，1Eび州立位ill物を検出した。その多くの略穴

1U，1;で、ベット状j世+fIt(凶I人J，'，':j 1.ぷ部)を1ì(';lt~. している 。 ，'j.I'(t I~主代いなると、!珪穴イl: )，~~を新榊九m遺跡、

久山'1'肝j世跡、などで仰認している。街ti、'17，安IIS:代になると、 n支当するj制，1/、遺物は多く雄総されてい

ない。'" llt いなるど、 j古物、 i立怖も i~1JJII fi:i[li'Jμあり、的川柄ll;t辿・跡から 13111:紀後半-1401;紀!日H全国;を主

体とした遺怖が検11¥されている 近 IJtでは、新術太)L遺跡ペ)'~nllli昨代遺跡なと・で併が硝iit されている 。

また、 11日早1128ゴr:の水:!?HJ-における矢部川fUlIIのための!こ取りの|踏に、多祉のよ端が出ょしたと 1mいて

いる 包 筑後以内I~J血Iベi也跡昨lよ、 di内でも布教な遺跡が点在するiTl:~j揖i9rであり、継続したjlil，J査が盟まれ

る，

4 

.・



1.鶴図商問i鰻跡

5.端正，'!'11Iti't

9 政~舟1'4、J1H/f

1\久7~' .t:~}tf;. JiHfJ: 

17.羽k埼!t!')I''.iirm;

2UH応t'l劫)1紛:

25.狐t，~bI'Uが

2，組問商畑遺跡 3.D回東大I平遺跡1;次副登 4.鶴図僻図遺跡

(I，ITJ (，却1質問; 7.鷲;'fl蛍跡 8.画n完成野I~阪IUr.

10，れ人11I占m 1 1.~L.ft谷山崎 12.火塚，tjtl't

14，尚江;，，~ 1$，久7:1')(門ni貴跡 16， ll~ì ltt" / l~泡跡

l 時， .J:])，乙塚qJJ品ノ 1~i盤跡 19)n太塚町開 20.及的以IIU;削事

22.従!久"'1，川崎跡 23，ft崎遺跡 24 

26，、ド械必跡 27.111ノJf川口i賞蹴: 28J~浜ifl遺跡

F i g.3筑後"il合j辺遺跡:分布同(1125‘o∞) 

5 



稲田西国j量跡

第3章.調査成果

第1節鶴田西田遺跡

1.はじめに

叩rnrll{山遺跡、lよ、封¥.f走dik.'r:前lm'，:匹illl1275・l外に所在し、 1mi町約14m組の低地に位iitする。官式捌結

果を叫に土:綿m俳本frnr.定地の約40ばを ~lt\J1f対象とし心 倹mした迫榊は、flIi.3条を施認したc しかし、

11 1'1 土地'物が特)!!Iiなためn，~'J明u不lり!である IlfM1f.は、柴!日か~'Il "iした ーIJ~j売 JVIIHJは平成8年7 月 811-IIJI~7

111211のIIIJで実施した 以l'、検出i盤情についてのみ説明する。

~て11h l li i-F iJ  

f l Hi o し1IIC士一三 -サヴ " I 
白 ¥ - 1ト-1111<"ι ーでさ』レムイ

- J ー ヤ i '--_.l:.;.;?'~--守-t 鶴田西因遺跡
_-...-一。¥d:.._一一一一J 11 

~ - g % f 

" 
111 。‘

.'" 7 

.¥ 

、

11 

/ 
/ 

11 / 

/ 

、

J ~M¥cJ 、、、、‘ ‘ 

れ 、
。 、

11 

、、、
、、、

、、
、 lぉii附 }J;(酬 ; WJ1 

I ~ 
1 〆1

F i g.4 '1ts m 114 1I1遺跡制作地点位wtr~1 (1/2.5(X)) 
J 

2.検出遺構について

1 S D 10 (F i g .5) 

検11\ 良3.60m、採さ0. 1 0 - 0. 1 6m を削るが、 ~Hは削1f. l! と市なるため制(よ不lリ 1 Jlll I:ti、!ポ色村11・の

I~. ・!吋である 。 it~のほ r(li ，よ、北と ry.] ではややj架〈 、 I 1 1 央付近になる とやや浅くなる

1 S D 20 (F i g .5) 

検出民3.90m、柄拘.37....0.51 m、j架与0.06、0.12mf-iJllIるι J'J1 1:は、 fljJJポ色村l上の'11.・1¥'1であるに備の

ほl町は、 Jじは深く、 "1~よとから耐にかけてやや浅くなる ，

1 S 030 (F i 9 .5) 

検出民5.40m、中11¥0.44'"0.68 m、織さ0.1()、0.30mを7lI1Jる J'11. 1: Lt.灰色村に|二、Il{れ，1，'，色村11.の2肘に分か

れる 。 i背の I~:E而 lよ 、 北UUJはiJ， <、 ITI側はj~ くなる c

6 



鶴mi!!H封遺跡

3.1j¥結

同l者|ベは、開閉より 司段下がる所に1立町し、後世の掘削を受けていると思われる

また、 ~'Ii]1tÎfli舶のiI~J約から m~定された範問の調先のため、 j昨の性格は不明である 。 i昨の|時WJについて点、
Il¥上越物が持;!!liであり、不明である コそのため、問辺のぷ!有の埋上状況から判断すると 、15D 10・15

D20は中IU:，1 S D30Ii5fJi /I~_ではないかと与-えられる 。

今後、 MrJ辺の制査状況と比収し、 Ilfl立検，吋が必要であろう。

J __  一一一一-

V-45 128 Y 45126 Y-45124 

..田園周dU事:lL~之・-li: (錨 向、)

1fi:土 2P.;1iefo土 3 1'iP.;li~粘土 d自由民争的j_(o-/>団回~む1

5民色砧土(ロームi喧圃角ι) 6U11刷色池土{ローム1世思含む}

2(IS010) 34(15020) 56(15030) 

Y-45 122 y・45120

F i g.5 (m山内Illill助、組榊全体|ヌ|・北哨|二101折|而:J~i即J1;;{] (1180) 

7 

><21.388 

a 

)(21.386 

><21384 

)(21.382 

、-45118

，，，.:1， ・a



制凹函畑遺跡

第2節鶴田西畑遺跡 (A区 '8区 ・C区 ・D区 )

1.はじめに

間lfI凶側遺跡は、筑後lli六tj司n間半IJy'im1256外に所在し、械高約 1 5 m利の低位段丘にf立問する 。 ;flt~雨!

結J早・を j主にifrI0)削.~~&ぴ文総}fJ排水路予定地の都~2200m. を J司査対集とした。 検出した遺構は、取穴住J，'r2

軒、 i昨3条、 Pi tを検出した。しかし、ブドウ畑、茶畑、竹林などの|棋の排作の撹告しのため多くの遺構

が1政l裂もしくはmi却されていた。また、 i判企1.>(が離れていたためA[l(， B医、 CI豆、 Dほとして澗査を

行った。A区は途中から柴川が4・f[吋し、Blx:、CI豆、DI豆、についても柴1[1が制当した。澗査期間は

‘ I~ f.北811~9)J IOrl、|司王|ミ12)J6日のIl.lJで定地した。以 F、検IH治情および/1¥仁i監物について説明する。

I ~ r 
しん

，! " I -.--

.， 

41 

" 

F i g. 6問川刊州遺跡 (AL.{・81ヌ・CIえ・D区)洲1t:地点!な世|刈(1/2.500) 

2.検出遺構について

(A区)

1 S 001 (F i 9 .7) 

tl周有限の r~Tから '1'央μ延び、 1 S D05に切られる。検11'1長約 1 2.0m 、 ~Iì，\

O. I O-0.50m 、深さ0.09 ・-O. 1 4m をi)[IJ り、 N~のほ I(!ÎIよ、はほ千らである

出仁ill物については破片のため凶化U¥占拠なかったが、 Ili.t_t'tl1，主代のl好践で

あろう。

1 S 0 05 (F i g. 7・9)

止鎗!!..'!

物麟/
o 1m -一

ISC"OI 'S0051珊・冒("..n')

1劫孤児J(ロームs・別 立 P喝色上{ロームコレ.、00

ヨ島県f!'.J(M) 4.:~f.主色1

E訓，~圃色t(O-/‘:1>・p・(;) GJI!fkl!.よi

1.20&泊1J .j-tH1S!刃包}

F' g:f (Alll 1 S LlOI・15n05 

1 1，1j~Ji I(iI'J~III1I1 ~1 (1140) 

，U司査区のIf.jから*斜めに延びるi枠で1S DOIを切り IS D 15に切られる。検出j毛約24.0m、中iω.10・、0.30

m 、深さ 0. 11 、 0.22m を測り、 i昨 の庇~lÌはほぼすf!.らである 。 H'， ト.jll物μついては破片のため|χ|化11¥
米なかったが、古t(t時代の所産であろう。
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鶴田函館1，1!扮:

1SI10 (Fig.11・12)

。ぷ，J1tlι|ヒに1¥'，i~t し、帽火{1.1.1;が切り f?っているニとかぷH'fl三を拡怯した紡県判かった 繋火{1:1，1;'の内

部仙iiEやはると、 41':十1:の朴火で、tJIIIJ' L点I!lU05-3.3()m、l何Jヒ.3.05-3.25m、j京さ0.50~0.7 1 m、JJ主任

0.14 O.15mを測る また、 h{1人J'".峨、 11日イ1~J り川、 1~(Ji品(1M噌榊)ヤ小火(杭秘跡)と忠われる P i l、
部分的ではあるが仙化1m、m人り 11とJ1i:iI2lll"*る地化1M、11L1'III央Hili:からか制:と41.われるj也榊などを
検11¥した また、 jlll1 q 1からtllの枕卜とlえ化物が検出された 造物 IJ. 、!:帥協の盟、山向、、小}\l~ )Lli~ 
託、 ff1・J~ 件、外、土脚、千づくね u:~ (ミ ニチュγI(，:~ ) 、他j立鋭、 1 :制人形、不IYJ上製品サで、イ7製
liltは、蛇紋YJ明のを.JI~ や、 (ilt イ[、 j'~ 製品は、))・ )f~鋤先が 11\ ;1:した 11，)' JUJ ，よ、 5111:紀初則、 5IIJ:糸J

r1iI rぱlと与・える 11 í，~4111よ{をJ!lて II~・4 0 

1 S 015 (F i 9 .9) 

。hHfl'<:のはt;{'ll'リとや仙|析し. 1引 から ~!にヤや蛇行するが11'(線状に延びる

i品で 1S 005を切る 1~!II\ Jd!)47.0m、申1，，0.IO-0.40m、j宋さ0.14 O.27m会

iUlJり、1，111'の収1(11，よ、はIfγ らである ，11 ¥ 1..ill物については破nーのため|χ|化
.'11，米なかったが、 ，I，.I'L'{IIS代のIHI止であろう

。 川α，"， 0-
ス ¥禿 w"，j7
可~マー7ず J 

0 1m 

1品凶" ' SO'~:t・ 園S(Q- O)
1.'晶圃fIl上{ローム岬・君'(;) 2・:("'_I(1)・ム同・11(;)

I;aH色J..(C!-I.DWt::.~.~{;) ，1五m色i

)![:;‘Fr色，.(0--/.0帽.3ω 6}1;色'10-1‘噌.、ι}
1 S 1 20 (F i 9 .8) ，由主色tl口・ムT・寓ω l!1W，P .• :V口・ム・;:1・;l!(，'

I S [ I ()に切らH'~\~í\H.JI I :'である 1UI;'n~1~'よ l去); JI~ ノシンで、ベッ，--を I-:'II''''~~)) hd(由 比

F ，由自 (̂  1.0<.1 I S [10~ ・， s [)，~ 
十JIj~'~ る 向 IJ;'; ではあるが、 H:'N~ (以1/l.j附)3，75-4.I()m、制制1( I~Ut.'，O " ~~I~i '~')川i記1 ("紛1
2.21 -2.65m、4'，t，'::j().13 -0.24 m守illlJる ti{l付 i'械、 IhJiI'lj' (J，'r)ほilli)合検111
したが、 打火l川知1'.11¥米なかった ilí'紺HJ.{をJl'lて~，1己す

その1也、抗日Lからjli物カ{t'lI，1-l たため1'fr~;.やつけてjr~ ~)卜げた

1 S X 02は批，f;Lであゐ 11'1 L;品物については般i'tのためI':{Ifヒ11¥米なかったが、，'iJflll!J代のTYTI}fであろう

(8区)(F i g.10) 

1，~，J.1f.1 '( r人jから砂11\ した j世H'~(;l 、J.ll代の悦札である tH 1 )li物は十干M:である

+ I 

。 10m 

V-J~'~ V町 :"j，!∞ v・411)，αぬ

十

( B Iりの';.Url~ 1付:l4・で IiU，L'~ある

F i 9 .10的川plj'J:1II遺跡、 (sll)jli榊全体|文1(1/300) 

10 

+ 
‘}."J釘3

<21&10 

十



織田i1!Hf日遺跡

。

ISI10JI;R:t..酬.(k.，k'l

ず需万元最持神j

1"'f'~L(1l/，1J 之議色i(剛lJl~咽Jo1p斗{ロー /.. 1.')>・;11;(:，1

4抽両色j:(O・J.fl'T・t望むlfJ.1咽高位1 6.圃民色土(1''')

ワJIlI震蝋....1(慢のlldL)

/ k 
¥¥ ~ 

IS110よ崎施1・at> b・1
1鳳剛色ヰ(n!o'l.)

t'J品a匝色I
.1薗~ilI'Ü(I~IIl)
4渇低i(tl-I，l，，，.!(:) 

仏随晶色t
自晶悦上

引開園保色上

a町>1ft色土
月間世以 (0・ム事.寓(.)

1ω}繍I!¥斗
11且松削色よ{臼_.J，1t・:!(;)

Il.l1酬也ヰ((，]'-1.:1'・3(;悶1Ul
1la鼻1'1十
14必kれ1(Q・川 1聞.置(;)

1&.細昂仇i
1払3州f!I.t
l'I，~高島ヰ

‘. 18.llJ昌也:1.(0・ム日世.寓也}
"; 1乱高灰色'1(0-ム世・書(:側冒A)

MS ln!叫山')1・~(}，tIII!A)
21融褐色1 (ローム随・~，(l，蝿・ 圃}

・守.h 22 個~!!ζuローム虫・!(;)n明圃机1

• 2(>膨')f緑色t
2b'仲E色i
'l'/唖IJ1II'ct
F乱射:(Pd 23-27("'''') 1((，"' 

3m 

聞皆川IC 

務
P，tU・ー冒(C--<l')

1.J!HIIU!，土(11膚}

2JMft¥! 

Ul.l!PI j (ロームムb・Sむ}

、1

'C 

@ 
c 

b 

'd 

VF ~ lJ .s 

幽. 

司

，. 

担

d一 f与dOO一" d 

初
1"12才..ti(d ，d') 

1凪同位上{日珊}

7.!A民色i

2園山Fは(O-J.:J>.気む}

/ 
/ 

イ16

A 

。

。
.r 

.R 

"""'"・

安彦
N3.i・ tI，(e・.')

11園町E色i

2i¥色t(ロ-/，:1>.3(;)

。

1f)IQm t 

zz 
1>'14守.【町(1，!')

1副101{，晴樹土・ !II(H') 
1掴園町色i(ロ-)..11ψ・3(;)
l:lJ1lPl士(ロ・町ムN四土佐.寓t;)

1圃陀~I: (a-I'-)Q・パ，j>・1量札)
A・'.kp..l<e a)
~ I帳色j (ローふ醐・a‘;)
晶明轟色i(口噌Mll・lIt:)

ヲ，:~糊台W (ローム間・S<C)
日清‘P~l!:;i(tl・ム冊・唾(;)
9圃色i(口‘ムあ圃寓(;)

10.・蝿~j(口-J...$..圃揖4:)

11・1圃色i(口・ム5・寓t，)
K(掩}J)

lnFJ:I"~(ローム少・ ~札両側・~(;)

?.JJ:I'lJ.(ローム'})・"む}

2m 

F i g，11 (A!>I'，) 15 110目 jS 1. i()j~l l ，YI)!iII~r~1 (1/110) ・jJ，'l断1111<)!iIIIIIXI(1180)， P i 1 I ' P 1 l 2・Pt 1 J・Pi I 4 I. k~lflh(li 'JJIIH~1 (υ・40)
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7刀"TI1l
"，111 111(10 

1島崎色t
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/ 
/ 

5b~ β 
65 67 

5ワ

5d8J.Q -

~59 。60 。
• 

• • 

且ーー一ーーー....lli!泡ー"

も物
1'116:l1l-_ (h-h') 

¥.，命圃1'>.1(~1 ム町公.畠む}

2.栂仇士t白ーム11¥世・笥(;)

3.JlII'k，，"土(ロム対必・書む}

べ闘圃t虫色i(口「 ム.n:p・t!1())

主晴禄色i'(ll-ームゆ.苫む}

2m 邑鳳1'.l!1'I;1(口-/~~.寓む}

?周傭R上(O-Idl・3‘む}

F i g.12 ( AI~_) 1 S 110・1S ] 20il'l物/l11 .U:刈・J~ iltlll~1 (IIRO I か ・111人り11. P 1 t 5・l'1 t 6・Pi l 121 ~'!1断 Irtl~lI~t，;(t (11仰)
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tll rn II!i i1U il跡

(C区)(F i 9 .13) 
IJII.lff.区|人jから検出した遣榊は批乱である。m1:1也物はザ無である。

党 16ω ><216110 

y・45.0ω

。 10m 

F i 9 .13削川刊ilJl地跡 (c I;{) .ifi {II;全体|元1(1/3∞) 

(0区)(F i 9.14) 
，:""J作|ベ|人lからPi tを検11¥したι しかし、大部分は批月しを受けており、作柄は不IljJであるc 11'，ヒ地物

については Il i.tW~古代の也物全認めたが、{破片のため |刻化/1\米なかった。

X21 ?oo 

『司ムー

Y-45.1∞ 

。 I(旨n

F i 9 .14船山l喧畑遺跡 (Dr正)遺榊全体凶 (1/3∞)
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3. (A区)出土遺物について (Fi 9 .15.......25) 

， S I 1 0 (1....... 55)全て覆土中から出土した。

土師器

鶴[lJ西畑j賞跡

小型丸底葦 (1-9) 1.~~Il;U Iif7.0c01、路市7.3cmをiltJJる 円村部は、ぞや外反し端部は九〈、拙ナデ、

体部外rAIは、 II，IJ(; 11 、 手持ちのヘラ l'jlJ り、体部内 l自|は、強いm~ítナデIJ~'，J整である c f本部内外lfiiは、花色

を民し、金:1~ {l~を j~kl，1:合む 対'u北'I.li好である また、休部外IUIに!日却、 111，'1加は焼成IJtrに体部外而から

川孔をHつ 胞を悦1脱したものであろう 2.f!lfJ;U Itをお.()cm、協商8.3仰をisljる。円付帯Bは、ヤヤ外以し端

的は )Lく、仙ナデ、体部外luiは、 111リも111をナデ、体部内 l酎は、 J廿lJñナデI~~ 較である 。 応部は尖り以
l味である《 休部内外1(11 は、附!日色合 lIl し、金持 Il~ ， !' I (主粒rを微)，(合むr 峨J此はnHである

1 S 1 10・2/¥'1(-掩・合する 3.1 Iff.8.0cm、?，;f，¥'li6.8cmをiUljる 11緑部は、外以し端部は丸〈、拙ナデ、体部

外面は、 1~lj t 11 後、柿ナデ、体制:内而は、ナデ~1o\j ~売である 晶 体部内外 1(11 は、 i炎燈色を虫し、 1'1 色粒子を
微lA;含むo 焼!此は良好である また、刷部から以怖にかけて2次焼成が削r，~/1¥米る 小動物によるものと

以われるキスも附熊11¥来る )4.lIL ));(1 11を7.8c01をiJliJる J 1 1 *'i部は、外!正し端部は九〈、倣ナデ、体制i外1(11
lよ、ナデ、体部内 1M は、ナデli~'J ~撃である 。 体部内外I(n'よ、 fí~色を 'l~ し、1' 1 色机チを IWHt合むE 焼成は良
好である 5. iU!J;( 1 I 任9.2cmをillリる 11*京高11は、やや外Iiし端部U.A<、外部外而は、同IJもH、ナデ、体

部内1(11は、 IlllJtl l とナテ'，;~J者きである 休部内外1m，よ、何色を弔し、金.!H1~: 母を微 i止合む 娩!此はヤや

l'H.f-である .， また、|人j外的lに2次1$U北が飢'がIH*る)6.体部外部は、 11，11[; 11 、 休部内 údは、 ナデ1~1主であ
る 体部|人j外1(11は、決将茶色を111し、金 -m13付、 1'1色料子会少l祉合む1~tl北は J'!併である J 2次城!北も
制察m米る"7.体的外l1ii'よ、 11，IJ[. 11 、体制i内田lよ、 ~ftばiナテ九州事そである c 休刊1I内外I[Ji は、 UìHな色を 111 し、
!日 ・ 金主{誌を I~H(合むE 焼}JX;はn.Hである 。 体制;外 1Mに2次焼成が制策tl¥~去る ) 8.体制l外 1(111よ、 lf~ì，成のた
めI，MJ 棋がはっさりしないが、 11111ûll 、体部内 1M'よ、指~f(ナデ訓野である 休部内外I師は、乳符色を'11し、

1'1色枕子を微込合む 焼成はuHである 体制;外山に2次，;J，¥J蛙が削指m米る 9.体部外1m，よ、仙ナデ、 1!l11
色11、体部内1(11は、 munナ戸川勝である 体部内外的lは、淡将位を r，~し、1' 1 色牝 f-を微 flt合む。 焼成は
JHfである ，休日1¥外1(11に2次焼山が制熊1[¥来る

‘ 、

o l~ 
ト「一「ー「一.，.-1-ーーーーーー-1

F 1 9 .15 (AI.{) 1 S 1 1011'， 1. I-.~日'kiUll 1叱1(1')(1パ)

台付鉢 (10)fUfl;(l lf~1 1.6t'm を il!lJ る 。 11村氏1;は、外lえしHllナテ、 f+-(¥1)外1M't 、 llìlJT:. lî とナ テ 、 f+-i~líl付
1(11は、 ナデ，1/，日幣である fii・ld部分lよ、航ナデ川，Jt:年でめる !阿部|人l外1Mは、決礼糸色合'liし、 IJfil'は日l
制されている 主た、 休部内外I{IIに化-tJ!:1ニtJ!肱与uゐ 少動物l二上 るむのと込1われる・1・・ズも仰が/1¥~~ 
るe 焼成はf!Hである
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餓回西畑遡跡

鉢 (JI.J2) 11.11径15.7cm、'?草刈9.t<-・10.0仰を測るのli縁部は、外

j正気味に立ちよがり、体部外面は、抽'ナデ、日IJ[; rI、 ナデ、体部内而

は、 ì1jlJ り後ナデ，J)，'~挫である 。 {本部内外J.[jは、礼特色を !J し、 11色枕下

を微j託合む。また、体部内而じ化粧ヒが施される。焼成は良好である。

1 S J 10北3}1冒と接合する c 12.H.iI京11 f'A 1 1.8cmを測る。r1村部lよ、外民

しながら端部で立ち上がり、仙ナデ、 ~dlJ 1; [ 1、ナヂ、体部内副は、

部~dll毛 u で他はナデ訓蝦である 体部外耐には、 . :mmllE7J~n1J.l府出来

る。体制i内外断は、 j炎茶:?L色をj-!.し、 }lfiしは附選与れている。焼成は

HHであるョ

支脚 (13)体部外出は、指ナデや中Iい、ナデtilldf.をで、 s出状}f:艇が残

る。体部|人l外l日は、乳位色を世し、JJfil:は判選されている J 焼成lよn

好である。

高坪脚部 (14-18)14.脚部任17.4C01、伐イ炉端正Ij9.4cmをilllJる。脚部

|人l外 I(n は、淡将位を '，~し、/.1.\ ・ 金山 I~): 、 1 ' 1 色松子を少.L1:r守む。 脚部は、

スカート状に聞き、脚部外而は、 j軒減しているため11開戦は不明である 3

脚部内側は、倣}][ílJ の ì~U り F問艇 と ・部川胤が蹴棋II\~去る o 1St)北はJ1H

である 。 1 5.脚部内外出は、厄~i成しているがナデd周監と忠われる 内

外而lよ、脱色を也し、 (1色村子を微庇含む また、脚部外而に2次悦

成が制察Ilb経るぷ悦)!l(;は良川である。1S 1 10北3JI'!jと IS 1 10北拡脱

却点3h'1と拡:fTゆる。16.脚仰外101は、柑thïÎ'Jの nll り、制者I~は、柑(ナデ

l削聴であゐ。脚部は々ペサ虫<I，I~ rluする。脚部内外1Mは、淡位色合 J1 ~し、

1'1 i!!.純子を少llc合む。また、脚部外而の一部にi.l.¥，Ul:が制察lI't米る a焼

成は良好である。17.脚部外国は、 ナデ、脚部内r(IIは、棚)jluJの削り

1111，J鞍である 3 また、外部と脚部とのJ妻子?部は、制~1II: している 。 脚部内

外凶は、指色を 1'!.I_、['1包粒子をmIJl {t，-む 。 焼成 lよ n~fである 。

18.脚聞はをIO.4cm、残イF時1¥'ll3.2仰をiJllJる。脚部内外Iftiは、将位をJ，1し、

1'1色杭rを微i化合む。脚部内外1M'よ、柑iナデ刺虫そである弓主た、内外

IIIIに化粧|二が施されている が'UM.'l n. H・である ，

ld 

0 1O<m 

F 1 g.16 (AI<') 151101111. U:';・'J!，JllII *め (1爪1

、' .1 ど|
入 / KL

10明
1? 

F i g. 17 (A [xJ I S 1 IOIH:I: 1'.器突iJIIJ阿①(1/3) 
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富士不杯部 (19、22)19.復原円任17.4cmをmlJ7.?。口縁部

は、直線的に外反し、梢ナデ、 Il，lJ毛口、旬、部外面は、組

い刷毛ト| 、拙ナヂ、年間~IJ..J 1mは、粗い刷毛目、ナデ謝野

である。杯部内1Mは、茶色、杯部外而lよ、 i炎茶椴色をti

し 、 J.11 ・ 金~ t辻 、 (1 色粧-f-を少w:合む 。 焼成はlHfであ

る。脚部と の接合部分をrl'心に2次焼成が制策Nl米る。ま

た、少動物によるものと思われるキズも観察1+¥米る。20.

1夏以11任16.7仰をiJllJる。n械部は、外反 し柵ナデ澗整であ

る 。 体部内而は、 J時i成が押しいため lìJ~J整不 IYJ である 。 同;

部内外而は、板色をhlし、金主母、 (1色粒子を多吐fi;"む。

焼成はnHである。また、均:部の内外耐に化机上が施さ

れている。2 U割以rH毛16.3cmをislJる。IIHtiSは、 i(C線的

に外反し端部は丸く{I:ヒげる。勾:帝IS1人l 外 1mは、程色を~

し、 (1色料子を微lU:合む。杯i知人I1日は、検ナデ、ナデ、

J不部外IIOは、椴ナデ削幣であるο また、 tf:成部の慌口総

に刻みをいれ、峠矧;の|人j外聞には、 化粧上が施されてい

る。.tSt.1此は良好である。少動物によるものと思われるキズ

も制策w米る。

22.11符19.6cmを測る。11 %~公剖iは、外反し柚ナデ、財~;'刊に

は段がf・J'< 。 祁都内外iltiは、切j将位を J I~ し、金~町、 1 '1

色杭rを少J'I:合む。祁部内面は、制ナデ、ナデ、杯開i外

而は、刷ち11，1同挫である。また、杯開i外1Mに2次Mf.I&がfI:Jt
然出米る 。 ~fI北は良好である 。

高士不 (23.24)23.1 IÜ~ 1 7.3cm をjJtl)ゐ 。 il付託ISIよ、外反し

ft~ナデ刑執である " 昨都内田Iは、 1M (; 日、 ナデ、材、古1¥と

脚部のJ妻子子部分はナデ、脚部外ifIiナデ、l出!日1)1刈凶は、 Ill)
り ~U，J斡である 。 また、ムィ、古11 土脚部の按什部を仲状の E共

。

餓四回姻ift跡

19 

でつついた跡が航惚11 \ 来る の 全体の色，iJl~は、決抑色を JR F ig.18(A14)l S I lO山 1:1 '. ?Ií:'MiP.IJ I~1C4 ) (1/3) 
し 、 金 ':It l昔 、 r' l 色桂子を l~kJJl:合む 峠部内外l師に化粧1'.

が施与れており、州市i外聞のー告ISに烈斑も制策UI米る。焼成はfiH.である。少動物によるものと忠われ

るキズも制策出来る。1S 1 10北21¥'1、1S r 1 ()北31t;!1、1S 1 10 P i t 6と抜作すゐ。24.11任16.lcmをiJllJる。

J削減が汗しいため州戦不l引な部分もあるが、峠持ISと脚仰のJ島什部分は、 ナデ、阿部内面iは、 ナデ、脚部

内百i は、 ヘラ l~IJ りj]1，~挫である 全体の色調は、白色を世し、!日誌P):，I~ I 色料予を多Jïì:合む。 何;ii\内外而、

脚部外而にかけて2次焼成が制策IH来る。悦!此lよf!Hである 1 S r 101十fI I1日と抜fTするむ

1仏m

F i g.19 (A区)t S 1 1011'1上土持~il[lJI文|ゆ(113) 
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間1II，':Ij知11A倣1

聾 (25、38)25.抱以1Iffl5.0cm令i1!IJゐ 休部内外出は、淡乳位色合 !13 し 、 !.I.\'B rサ、 I ~I fu粒子を少;正合

む 1 Ifま部， t、くの乍机に外bι し、悩ナデ、体制;外出は、拙ナデ、休部内unは、，'jlJり，¥J，'，Jtきである 外rfll

に化*'lJ:が1Jihされている 枕JocU:やや品川である 26.泊以 11作 11 .5cm を illlJ る a 休部内外I(Ii は、 IV1~Íi~色を

;止し、 I'j 色~\L rを{段位合む 門村部は、 1"(似的に立ち上がる。体部外1mは、仙ナデ、 IlliJ.f.;11、体部内1ftI 

Lt、目IJり、倒ナヂpl:，j粋である £た、|人j外Ifllに2次焼成も問祭出来る 悦j北lよlHfである 27.抱l瓜111t

14.2cllIをiIliJる 体部内外1(11，1、決!{L1í~色糸川し、 n.\ :.'~ I在、 II色枕了を多filfijむ r 1*北部は、やや外bt..し

端品1;でw:に外j正する 休部外1(11は、 WtJ-守 、1111Jc:日、体部!人J1Mは、 IlliJBl1、j'jlJり "jM較である 28.促fJj(1 1 

~t 14.6cmをiJIIJる 11料部は、やや外以勾l'ポドιち1.がり、倒ナデ，dl.j慨である 休部内外而lよ、 i炎AE色を

Mし、，'H.{t;災l祉を多hi合む 体 i~i\外 1MI t 、 I~IJ 色 川 、体部内而lよ、 l'jlJ り』判がであるつ￡た、休部外ï(n の

1 I ~~i刊にかけて、煤が1.j Jf し、 Il~'J{m に!日肌が制察11\ ういる 悦成Itl!l.l{-である 29.従TJ;(I I if: 1 R.6cm '!-iUiJる

イ令指1;内外Illi，士、 i炎特色を'，¥し、 1'1色川rを多M:合む 1 1*事部は、やや強く外Ii.する 体部外[(11 は、 ~111J f 

H、体制S1人JIlrj Iよ、 j'JI)り』刈肢である (~{部外 Ifll に2次焼成が脱察IH~~る 娩jぷはlH{-である 外部外1Mの ・

部に煤が小)，i"rし、制部には!日加が制策/1¥~~る が'[1北は良好である 30.従11;(11 ~子 1 3.()t'm を inlJ ゐ Llf安部は

ヤヤ外!えしなから江ち上がり、仙ナ r，;品品川h品同川I'，J:'杭!

料 (-1や》多 j以l止c~合守むむ. 体内{;外Ifn'士、 tlll.、刷-f.;1:1、仙ナデ、体部内田iはナデ、 l'flJt) "u，J'!:~である 体i~'I~内外Ifll に化

判 1 :が施主れ、体行~l外 11IÎには、:.I.WI が同県/1'， .~~る 焼成はlHrである

.、判、1 ¥、26 / 劇Illf吋

， ，--園、L 
29 

。 10胃

111111 ト「ー「ーr-'-4

1・JO

F，g.20 (AI-<_) IS110/1¥1二i二日品川JltJ凶@(1/3) 

引.i!.ll!;i.ll(fI4.8cmを測る 体!日;1人j外1(11(，1、 i史的色合'，!.し、 .IJ.I.. ~~'~付、1' 1 fut，'r r を多 hi- 斤む勺 I - IH\~I;は、

1((江主(1味になも 1-がり 、抽ナデI品，'，)~/fであゐ 体制;外1(11は、 11;1jtll、休部内1(11， t、II;IJ1二11、ナデ、 j'jlJり，，1:，1

棋であゐ 休日li1付而lよ、 M 1 :持 (~~hか制限 11\米ゐ ， また、体制;内外 1(11 の 却に化札 iがぬきれる 'kYCJ北

lよnHである ニこでは:15ヒm;'dゐが、伐としてもJ'!いかもしれない 32.W.IJ;UI1fI7.4clI1会測る 休

部内外I(IIIよ、何:?Lf!!.を'I!.L 、JH-金主1:)、1'1(.0.1'，[ Iを少lttfrむ IIff虫剤;は、外以し端部はやヤ|付河合(I~~

にJらl'かり、仙ナデ山]~~である (1.部外lol，l、111')L: r j、ヘラ(jlJり、体内1;内I('IもヘヌI'jl)り，il.'.J'!¥tである

t此JIX;'t n I~r-(ある
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鶴UI両焔遺跡

33.制服円径14.2cmを測る。体部内外i市lよ、 i炎出血を虫す。Ll村部は、直立気味に立ち卜.がり、刷'I;日 H開

戦である 一体部外I師は、不定)J向の布IJE円、体制;内r&iは、 rt結部から胴部にかけて刷色U、胴部からj底

部にかけて、不定)J[ÎJ]のナヂ、 I~リり IfJTJ撃である。 また、全体に11/く煤がf・1"右する 。 焼成は良好である 。

1 S 110・2層、 JS 1 JO・4川、 ISIlOPit6と接合する コ

31 

/¥¥ 

。 IOcm 

F I 9 .21 (A I，() 1 S I 10111 1: I : ~~:.k;il!リ 1~l(i) (1/3) 

34.1UIJ;U 1任14.Rcmを測る 3 体制i外而は、淡乳ね色 -1肝111色、体制i内1(IIは、i炎JH色を虫し、県賢母、1'1色

粒 fを 11世世合む 。 11林郁は、外反し揃ナデJl~J鞍である 。 体部外I師は、不定n lÎIJの ~IIリ毛fI、体部内而は、

ヘラ1'1リり州特である。 また、 n縁部からl胸部にかけて出版、llIiiJ部は即〈煤が付泊する。焼成は以好であ

る。35.1UHi(fl作14.0cmを測る。体制内外1Mは、位色を屯し、県・金主町、 (1色紋子を多量;合む。11縁部

は外J:i.し、制ナデ刺虫きである。体制i外l自iは、不足)jII-lJの刷色口、体部内l市は、 ヘラIljIJり制整である。ま

た、 11村部とIllI.J怖の 一首11に煤が付府し、体部外而に2次焼h比が脱察/11来る。焼成はぞや良好である。

36.1 1 任16.6c01を測る。体;7，，1内外I而は、決礼ぽ色を111し、出・金'31社、ドl色粒子会多;，C合む。口級制iは外

jえし、航ナテ'Ill~ j控である 。 体制i外If1iは、縦~lllj1:、体部内げliは、 ヘラi切りにより滞<{l; !ニげられる。 また、

/Illtl郎に11服、 11村部内外!rUに化粧上が施される。焼成は良好である。37.御Jht口径14.4cmを削る。体制i内

外iflIは、淡乳(1色、町!且色を込し、 ，1，1:¥・金官町、 l'1色純子を少味合む。11縁部は、 i!i:.It(気味に立ち上が

り、摘ナデril.'J較で‘ある。体部外l而lよ、縦刷1:H後、不定方向の刷毛口、体部内而は、ヘラ削り、指如痕

~I~J~主である 。 また、1lI11J部を 1[ 1心に出版が観照出米、 'ì"'íiS化粧仁が施され、煤は胸部下.:' I~.に付清している 。

焼成は.IlHである。38.体部内外出は、 i炎拡乳色を呈し、日A.金寄付、 LI色紘子を多量含む。体部外面は、

縦ldlJ毛11、 ・削i拙 ~tllJ "E日、体部内IfJlは、ヘラ削り、 一部指判lさえによるナヂ削較である。 また、体部外

而全体に煤が十J-ii"fする がt成は良肘である。1S 110北拡張部西3fo，'1と接合する。

18 



筒悶西:lII1遺跡

。 1仇m

F i 9 .22 (A I~) 1 S 1 lot1ll'..I:時実illlJIヌl③ (113) 

土製品

手づくね土器 (39-52)39.11 任4.5cO¥、協1向3.3-3.7仰をiJI判、 j底部lよ、やや尖る。l付l而は、 IYJ-ID色、

外11liは、 IVJf~ 色 ー i炎 ~~ J五色を L~. し、 胎上は *"u越されている 。 |人l外而は、 m顕ナデである。 焼成は良好で

あるι 腕の位倣であろう 40. ?~ ，'，'1i3.3九 J.5c.;m、 lニ端部3.6c.;m、下端部4.0cmを測る。体制i外耐は、附灰色を

日し、船ヒは制~されている a また、 j町tな作りで、焼成は良好である。器1ι?の脱倣であろう。41.現存

協!o'Ii3.0cm合測る 体部外 !日は、十音色を~し、船上 lよ粕渇されている 。 また、ナデ調整であるが、粗い作

りである l 悦IJ.比lよrHlfである ，持fiの模倣であろう 。42.現存時点2.2仰を測る。体部外凶lよ、!fLi燈色を呈

し、 )Jh1:は制j聾されている また、ナデ訓較であるが、粗い作りである。焼成は良好である。静子?の模

倣であろう (43.現イ(.~日 t~1.7Cs1をiUlJる。休部外r(tjは、乳控色をEし、 )J台|二は精選されている。また、ナデ

11j/，]撃で P~Iμ{午られているr 地I北は良川である。時台の椴1放であろう。

19 



~llJi図版2

m凶西畑遺跡:(A区)1 SIIO出土石総・勾玉

鶴間例制自遺跡(AL>{)IST10m上鉄総・方形鋤先

'mEIlM;大野遺跡i次1~:J1HA区) ISK301ll二1:イfat-ナイフ形平iim



:をlIi'i凶版 l

鶴間傾倒，.1.t~事 (A区) IS110出土遺物・よ製人形(衣)

鶴III西剣遺跡(A区)1 S11 0出上i!l物・ t製人形(裏)



44.知山5 . 1 5crn をi1l1Jる 。 {本部外 l町は、 :;U景色を~し、

JJ台 l:l<l:、~'l!1 j躍主れているが、 I'I~粒[-を多坑合む。

IlfJuttμ 口、 II 、鼻に吋たる部分は点王h\~れていな

いが、指押さえにより抑らしく長現されている悌

に作られている また、予に:liたる部分も1(:l:JLさ
れている捕に作られているが、脚部(f己)は衣現

在れていない 胴，-;""{{，Sから陥広がりな作り で、安

定した1'1'りであるためよの部分を脚部()止)に当

たると忠われる 。焼成は良好である E ここでは、

と製人形として柑(りする。45.体部内外lilIは、淡灰

色を'riし、 JJ台1:1よ中川越されている。剥tにふ'iたる部

分はないが、怖状 U!-によると忠われるすイしカfql

心部に凪られる 悦治鈍であろう 。46.?，iY-I'::j 1.1 cm 

をiWJる。{判官;外luiは、十{7色を111し、胎 仁lよ*i'lilllさ

れている ~ mJ北はlHfである また、 r*に作ら

れている 2 不明仁製品とサるが、祭'11~ 1則 i主に1'1' う

j也物であるため、お供え物である IIf能性 も HT~荷 II~

米る j世物である の 47.制作総 I~:'i I .3cm ~と測る 体制;

外1Mは、 淡j州立色を 'T~. し、 IJfi l:は制製されている。 Fi 9 .23 (A州|ば凶4心)1 ωS 11“()削}川川11¥1仁-. 1仁よ_: ~器3:宍j足ミ i洲i目山削[1削|リ凶@(“lν/β川3ω ) 

ナデ捌鞍で j"'待術?杭fに f刊作守午i ら れている 、 1J~ JJ:比 lよ良好である 。 ~~fìの模倣であろう 。 48.現存時r\}j1.2cmを測る。 体

部内外げlilよ 、 i炎将色を 11~ し 、 JJfì上は 1有地されている。 また、ナデid，~引をで丁年に作られる 。 燐}此は良好で

ある。怖の模倣であろう 4り.f，本部外lfuIよ、位色を lJ.し、 JJfi上は制迦されている。焼j此は良好である。ま

た、 r ~11二 {'F ら れている ， 不 IlfJ 1ニ製11111であるが、お供え物である可能性 も指摘11¥米る地物である。

50.体部外I市は、決J:k.色をほし、船仁，J.:lW;却されている。焼成はi!Hである。不IljJ1:製品であるが、 l' 6~ 

作りの l'jlJ りかすの峨でもあるし、 州十~)を悦 1肱した陥な遺物である ‘

-(0-
046 

立勾 )jE;

刻印商焔遺跡

38 

。

がほ
l
，門
川
ハ
円

43 

ji((3: 
;主:廷笠三うコ 45 

44Am lNU; 
ーの--s-Q 

秒一 ⑬ - Daq 0 
49 

。51 む 520
100m 

F i 9 .24 (A rR) 1 S I 1011¥上上詩史iR'J凶⑬ (112) 
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鶴田凶畑遺跡

51.体制外面は、特VfLfuを屯し、 (1色粒子を少:hl合む。また、;st;状庄艇が去閣に伐っており、焼成は良肝

である。不明上製品c-52.体部外而は、 i炎札程色をhl.し、胎土はrff選されている。また、晶状圧艇が京而

に時っており、焼成はlH子である。不IJJ-J土製品。

石器

石錘 (53)安山円製の石鋸である。

!吋側凶i2かI肝からfrち欠いて扶りを作

っている。現存民IO.2cm、中国7.3c01、Pメ

さ5.7α11、且さ440gを測る 3

磨右 (54 ) 安山岩製の}i~石である。

ー閣を月号石として使用している。また、

rl'央付近がやや窪んでいるため、岱み

;fiとして他!日していた司.能性も与えら

れる。焼!北を受けている部分も ー間SW;!

務m~去る 。 現存長 18.5c01 、 1壮大~I日8.9c01 、

!引き5.7cm、虫さ1.31kgを測る。

鉄製品 ー 1. メ

方形鋤先 (55)板状の，tlf材の両端 11/ 

を内側に折り返した袋削iをイ了するもの 目"

で 、 民ブ'J Jr~ を 1，1する火山品の鋤先であ

り、完j隊品である J~~6.4ωl、制14.6側、 伊司、 ~ 
j引さO.4cm、市さ 175gを測る。木質の ~，..，.._..t_，i7LJ ...... u~~'" ~ Jd!222:27 7"'7i ー~，'

。

、、

'Ocm 

iït{~は見られないが、長耐に刊がポと F i 9 .25 (A区) 1 S 1 1 0山上石2~ ・鉄蹄突iRlJ~1⑪(113) 

ころに付消している 主た、刃部がI，'f線的で帆も広く、折り返しの下部が非常に強〈折り返しているのが

特俄として併げられる。

1 S 1 10床面出土遺物 (Fi 9 .26) 

土師器 ・石器 (Fi g .12)の遺物帯ひと (F i g26・27)の遺物砕サは一致するの

高坪 (57)明作出向10.3cOlをil!lJる。体部内外而iは、府色を_lriし、照・金お町、 (1ili粒子を少抗含む。

町、部内 I町 lよ、ナデ、脚部外而 lよ、 ~ïllJ [;円、脚部内閣は、 I'Jリり"r.d端である。郎部内外面から脚部外耐にか

けて化粧仁が施される n 焼Jj)(: ，;J:. n~fである 。 1 S 110北1J¥'1、1S 1 10北2R'1と接合する。

富士不 (58) 現存出向8.5cm をiJIiJる 。 体部内外面は、 i炎1Lf.J.色をj_~し、 ~UitHÞ、内色粒チを微祉合む。 j向

i成のため訓税がイミIYJであるが、 l阿部内聞は、ヘラ削り jlWiJ強である。また、脚部の一部に化粧土が施され

る。焼成はぞやt!Hである 3

高土不土不部 (59)1 1任17.5cmをi!llJる【押印内外出は、決控色を旦し、金岱町、白色粒子を微吐fr;'む。n
付加は、外l正し端部で日よい外J3i.するの1.f部内外IfIIは、相iナヂ、体制i外l固に明瞭な段が見らる。また、少動

物いよると.'J.tわれるキズも削察11'，ポるn 椛l此lよnHである。

高土不 (60)従以111予16.0側、日出向12.8clT1をrRiJるc 体罰IS内外国は、 IVJ桜色を呈し、思 ・金i!1母、 (1色粒

rを少-，止合む 11械部は、外j正し端部Jしくなる。杯持11外削は、横ナデ、相IJ毛U、上司;部1;)..11市は、ナデrl!:，j斡

である 脚部は、耐古1;でhlJ1111 '-、脚部外1Mは、 XU'J毛 11をナヂWIすι 脚部内聞は、ヘラ I'jリり凶l較である。

また、 t相官;内外L(riから脚部外1Mにかけて2次焼j況が制察H¥*る。焼成は良好である。1S 1 I Or~i1 }';1、 1S 1 

10北拡張部収31¥司、 1S 1 1 O~~拡岐部両31\'1と持合する。

小型丸底壁 (61)1 1任7.4cm、器，¥'1i7.lcmをiMljる。体部内外面は、茶符色を世し、金雲母、白色粒了・を
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鶴岡西畑遺跡

1於1，合むc l'l特訓iは、w:¥:'.気味に也ち上がる 1 f.本部外l師は、ナデ、子持ちのへラ削り、体部内而は、横

ナデ、ナデI古川告である また、体部外泊iの1/(部全l師に煤が付着し、 -剖iに!日mが脱税11¥米、化粧七も施

される 休部内面には粘との披合~1i と少動物によるものと思われるキズも観察 11\*'=る。悦成は良好で

あるc

聾 (63)W:1J;iしl径18.0cmを測る 休部内外!而は、淡茶色を早.し、金公l在、 1'1色粒子を微日含む。r1線

部はくのIi:に外以し摘ナデ、 1tllJGII 、休部内聞は、 ~fliJ BII、ヘラ削りd日j躍でゐる n 体制外面に煤が付請

する焼jむよJ1nである。

台付鉢 (64)I I t長 1 1.7cm、現存?~，\'r，8.8cmを iJliI る 。 体部内外而は、 i炎乳拡?色合 Jl~ し、:n.金'1S I昔、白色
粒fを少i止f守む。1.1縁部は、 11f立気味になちヒがる。外Uiiは、繊ナデ、やヤ強いi削E:11、;間ナデ、内而

は、倒ナデ、11)リり出l執である。体制i外fui(J) ・部によI.¥.UIがtr:Jl察Il¥米、化組;ょがhIl1される。焼成は良好で

ある。1S 1 I O~ヒ2肘、 f S J I O~t3IM 、 1 S 1 10P i t 10と姥合する

高土不坪部 (65)従Ht:r If王17.8cmをiMIJる 体邸内外iluは、将色を弔し、 1J.¥・金主ほ、 (1色純子を少此合

む ( 1休部は、外bi.し端部で強〈外反する。体制外l面は、強い倒ナデ‘ IAJ山は、拙ナデ、 ナデ品j較で一

部ヘラ‘円て ~U跡がある 。 また、休部外rMに l明瞭な段がイp) 、 一部瓜斑がtQ禦11¥ ~校、化粧上が施されて

いる また、少動物μよるもの忠われるキスも制察11¥米る J 焼成は良好であるも

小型丸底萱 (66)fUIJ;( r 1任8.0師、出向7.lcmを測る。体部内外耐は、 i炎.7L位色合12し、金二宮l去、円色

枕子を1故品 f守むの 11紋部は、やや外以し仙ナデ、 ~dlJ E 11、fN':ちのヘラ1'11Jり、 l付1(11は、 ヘラナデ制幣

である。休部外I(Jiに化粧J:が地されている。焼成はlHf-であるr

、、

r ， 

、、

， ， 

68 

。~7 ~土フfr

¥ 昭七

F i 9 .26 (A区)I S 1 10床面・ 1S 1 10北拡張部床面/1¥仁1:船主il!lJIχ1(1)(1/3) 
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泊四西対11遺跡

手づく ね土器 (67) I l{呈3.8師、器高2.0cmをmlJる。休部内外面iは、!'/L程色を呈し、胎上は粁ri越され

ている。 体部内外j(jjは、ナデ;mJ~主である。 焼成 lま良好である。

小型台付壷 (6X) 円径5.6cm、現存出向6.8cm をiUlJ る t 体制i内外而は、!fL位色をS! し、金雲母、 ~l 色粒

千を1故日合む。 |寸村部は、ヤや外 fi気味に立ち上がり、相{ナデ、 ~lliJt ll 訓盤、 内而は、ナデr:向唱をであ

る。体部外面のー部に;品既が制務出来る。焼成は良好である。IS 1 lo，lt2Jt1と接合する。

1 S I 10北拡張部床面出土遺物 (FI g .26) 

土師器

高坪 (70) 体部内外而は、 i斑何色を世し 、 金お付、(1 色~~f. 子を í~~.ul(合む。 体部外l面は、横ナヂ、 |付

l師は、ナデIjf，~盤である 。 また、 体部内聞に化粧上が施されている c 焼成L1. nHである。

底部 (71)体部内外1mは 、 位空し色をlJt し 、 烈 ・ 金'lHJ: ， じl 色料子を少 Il t含む。 内外jmは、ナデW~ .'f夜

である。焼成は良好である

1 S 1 10床面出土遺物 (Fi g .27) 

石器

右器 (56.62.69)56 .玄・ 111桝製のj待行であるι ' 1/. らな耐iïfJîは J作石として悦m し、 ~lIJï(jjは市長打によりポIJ向11:

の可能性カf考えられる、J北イfJ毛13.6cm、*lllIO.gcm、以さ2.9cm、illさ635~を il(ll る 。 62.71沙治製の似イ i後、 j岱

イIに!伝111している。全体が風化してい

るため予らなrl1li1Mについては、府:nと

して{史問したと)5'・えられるのまた、制IJ

1Mは拙Hの痕跡があるように思える。

j品作艮IO.6cm、帆IO.6cm、りさ4.0cm、m
さ680只を測る。

69.蛇紋 Yj製の勾 liで 、 'Í~民2 .5cm 、 JI(

さ0.7ωl、iTcさ2.8~を i則る 3 また、.fL

fを1.6cmx 1.5cmでIIIIJÚlI から tt~ イし してい

る。色刷は、 i農制作品色でmカty出〈、全

体にJしみをイiiびているものの、伎がは

られる 。 また 、 |人l側には~:Jl";な削りが

伐る。 完JI:~ IIII'Iの久J Rであゐ

1 S I 10北拡張部床面出土遺物

(F i g .27) 

石器

石器 (72.73)72.砂約制の似訂であ

る。研而は II(]jのみ1'1!川 している J瓦

千n占8.2cm、111J，l4.0cm、11/さ1.9cm、iT(さ

330gをiJ!1]る。73.変rr.J切で'部品L成を

'受けている 。 現存民 1 5.7cm 、 ~I話5 .3師、

rJさ4.8cm、民さ625μ をiWlる，ITI注ボ

rYIであるため、参与資料として品不し

己

2)-~-~ 
ている。 F i g .27 (A [.{) I S I 101ぷ而・ IS IIO北拡加部lぷ刷出土イ?器災iIllJ問。)(1/3・1/2)

ぐ
¥
i
l
l
-
/

リ
¥

1【k，"

く 〉
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1 S 1 10北1層出土遺物 (Fi 9 .28) 

土師器

聾 (74)抱以11任 10.6仰を測る。体部内外国

は、 i炎乳位色を旦し、令出l字、白色牧子を{拙ltc i 

合む 11維部は、外反気味に立ち上がり、体存1¥。
外 lúi は、 ~fllj-在日後ナデ、休部内而は、 ~!lIJ モ川、

鶴間関畑遺跡

1 Qcn. 

守5

ヘラ削り訓肢である。また、体部外l聞に出斑が F i 9 .28 (A区)1 S 1 IO~ヒ I ~ 什\ :1: -" .路実ìH~図 ( 1/3) 

脱祭出来、体制;内外1mに化粧仁が施されるの焼成は良好である。

高士不脚部 (75)脚部径13.2cmを測る。体部内外!日は、 i炎:?L色を世し、金怨母、 (1色純子を微量合む。

脚部外耐は、 It干械のため湖盤が不IVJな部分もあるが、一部峨ナデ訓l繋が残る。脚部は、栂部でヤヤ周回1

し、脚部内 IÚlは、ヘラ削り、航ナデ.~M !椛である また、脚部内而に.IJ.U)[が似察IH米る。焼成は良Mであ

る。

1 S 1 10北2層出土遺物 (Fi 9 .29.....33) 

土師器

鉢 (76--78) 76.彼版n任15.4cmを測る。体昨日内外rffiは、淡栂色をほし、金ZS吋、 (1色牧子を少:J.u:合む。

I1隊部は、やや外反気味で摘ナデ、体部内l白.は、府減のため捌鞭不明jである。体部内外l師に化粧 1::が施

されている。焼成は良好である。77.復瓜円径13.0cmを測る。{本部内外I面は、 i炎.1L.m色を4!.し、，'.1.¥・金主11):、

(1色粒イ・を少IJ:含む。11械部は、内i均気味に立ちヒがり、 l(JリE:1I後ナデ、体部内而は、ナデ調整である。

体部内外l日に化粧土が施されている。 焼成は良好である。 n.~~ll~lil径16.0仰をi![IJる。体部外l聞は、ね色、

休部内l頂は、決灰色を2し、JE・金23母、白色料千を少.hl:合む。体部外|師は、械ナデ、刷も口、体部内

耐は、 Wlナデ、 X，lIJも11、ヘラ11リり削離である 3 また、 I1紋部の内riIi~こー部煤がf・J'，(fし、 f本部外国には化粧

ヒが施されている。焼!北は良好であるの

~ 1-:7 
。 IOcm . 、

、、

F i 9 .29 (A I.xJ 1 S 1 10北2附IUJ:1-出火測|淀1(1)(113) 
小型丸底豊 (79-81)

79.御原11径9.RcmをiJ[IJる。体制外而は、 IYHTI色、体部

内 1mは、 i炎位色を ~rl し、金主町、 ÎI fu~也子を少lt.t合む。

11線部は、やペヨ外反~I味に立ち kがり、柚ナデ、刷も

H、体部内面は、拙ナデ、ナデ、ヘラl'jlJり1判轄である。

体部外而に化粧上が泊 される。焼j坑は良好である 。

80.向l到円?をR.Ocmを測る 体部内外而は、乳茶色合JEh 

し、 JJ向上は納選されている l 1寸紋部lよ、やや外反し柚

ナデ、ナデ、 -部刷モII、体部内面は、揃ナデ、指I1Ji

U ?9 

ナデ，i同戦である 。焼成は九好である。8I..FJLイf.~iî:向 。 1b

4・， 

ト-.--r--t

6.0仁川をifilJゐ。体部内外1111は、決灰茶色をお2し、(，色料 ¥、ーにー/ 81

子を微五1:1苛む。{本書rs外l師は、仙ナデ、ナデ、 {本部内面 F i 9 .30 (AIX:) 's 1 10.1ヒ21~， ~ij'. 七器提ifilJ凶(l) (113) 

は、ナデ、ヘラIljljり制整である。また、体昨日外耐に2次焼成が削娘11¥来る。悦成lよfHf-である。
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側凹白河Ujfli~・

手づくね土器 (82.83)82. iHf4.5c01、日if，l'Ij4.0cmをi刷る 体部内外而は、淡

将色を日し、 !JI・金設ほを微1，t合む 外部内外而lよ、指副ナデ"開戦である

外部外而に-部，'H1tEが削指/1¥米、化料1:がJJIJJ与れている。怖をf悦免{倣肢したもので

あろう 。焼}成広はl'良H好子である IU.IハI{任壬4.0cm、2掠住目J前.1μ;
符色を l日I~ し、 胎上は粕選されている {体ふ部iμ内人刈JY夕外トいl的耐白耐iは、 J指Hu庇副nナデ』訓剖鞭であるι

休部内外1(11に化粧仁が施されている 椀を悦倣したもので

あろう。焼成lよu.Hであるι

饗 (84)従!以r1筏14.6cl1lをiJIIJるも休部l人l外luiは、占;.m色

をM し、 in. 金'1~，手、 l'1 色位 j乙を少1l~む心 1 I~北部は、外

o 5< 
旨面画面面画面

F ， 0.31 (八|吐)I S !H).lヒ2'"

11¥ I I ~:: til!~lxl瓦) (1パ}

jえし端部は Jし くなる 。 体部外 1(1Iは、倒ナデ、 ~1:Ij LI I 、体部 / 同 県 ム 11 .， て、

l内付州l的阿n師iは、 {仙品 Fデ、 へラ刈自削lリ仰l内り 後削すナ.デ

f体本部|内付外l山削にJ川nβ庇Iがt叫見E照手H出ii米;終tる t焼先j此l必ωkωlはよ九Hである F I日.3ω:1 (川AIμ川d刈1I 凶SI打l“{ωMじυ2附附I山111ハ1~終紗3v.χι刈附苛⑪) (“1υ川パ川1) 

高坪杯部 (85-89)お5.何回(1111:17.4仰をillllる 阿部外出It、i炎特色、阿部内11'11は、淡jポ色を日し、

合']II昔、 ['1色粒子を少は合む 1.1 ~~郎は、外以し端部で!1iに外反する 休部外曲は、繍ナデ、体;i'f>内[(11

lよ、制ナデ、ナデ訓斡である また、休部外1Mには段が付き、 体部内外耐に!日以[、2次焼成が制禦Il¥米、

化判 1: も泊される a 焼成は J~~{である I S [ I ()~ヒ31~ と般介する 86.桜町(11作14.6('.mt iWJる 体部内外

1(1 1 は、指緋色を~し、 f主主 l辻、 I' I ~枇子を I~Hl: f守む r It虫剤;は、 1"(線的に外反し、 体削外l印に明瞭な段

がイ.J<。体部外1Mは、相{ナデ、ナデ、 体制11人11(l1(よ、柚ナデ、ナデrl1Mj作であるつ体制i外I(iiの 4 郎によは斑が

制策/H~~・る 悦成は1'.!fl{-である 87.f紅IJ;(1 l1f. J 6.0c01 を illiJ る 同 体部内外Iftiは 、 位色を!J.lし、 l的じは ~Wl越さ

れている。IIH部は、 u'(斜l的に外Ii.し、 体部外I(riにIVJ瞭な段が1-1'く。(令部外1Mは、抽ナデ、ナデ、休部

内1(ljは、 仙ナデl紺野であるc 枕j本はJ'.lHである。81UU/Jjt円符19.0c01を削る。休部外1(11は、 i如氏何色、休

部内1(liは、 IVJ位色を易し、 sfiI は村越されている 弓 I l h~ì~1は、 1" (制的に外以し端部は jしくなる 、 }f11減の

ため訓紗が不IVJな部分もあるが、体的外1(1Iは、拙ナデぷH慢である また、向、部外IUIに!.I.¥urも制娯/1¥米る

焼j如上nHである 89.1Ullj(l 1ft 18.5cmをillllる 休部内外面は、品位色を日し、:.u・金二，I~Pj:， l' 1 色位子を

微祉~む 11付加Ll、端部でやや外以し、休部外Iftlは、段がf.J< 外部外l自11:1:、刷も日後、愉ナデ、

体部l人J1(11 (よ、拙ナデ、 I(，IJ111訓告をである また、外部外出仁川島f も制禦m~ぐる 枕成はuHである

高坪脚部 (90)脚部径IO.!kmや測る 体部外1M"1、i炎乳色を日し、1'1色粒子引肢は合む 脚部はr~i ，~i) 

で1111rUIサゐ 休部外而は、十デ、仙ナ〆、 -印刷JIこ日、脚部内1(111よ、ヘラ I'jlj~訓椛である 焼成は良

川であゐ I S 1 10北11¥'1、 IS [ 1 ()~t3附ど持介サる

~~J.三7
。 10<"， 

F I 9 .33 (A 1;0( ) 
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鶴問団.畑遺跡

1 S 1 1 O~ヒ3層出土遺物 (F i g .34......37) 

土製品

手づくね土器 (91-95) 91.;炎位色を世 し、 (1色粒

fを微量fiiむc A~状J王艇が残り、城成は .DJf'である 。 ま

た、全体に2次焼成を受けている 不明]上製品。92.;炎茶

何色をU し、 )Jfi 上は ~Wl1.tlされている 焼成は良好である

自~O
，Cヱコ 92

~ Q1fD 
&95 

o 5.澗
固・ー・圃・圃・圃・圃

F 1 g.34 (AI，c) 15 I I O~l:3~'l /l11 1 ~:aí闘凶①(113) 
また、全体に2次焼h比を全けている D 不明 1:製品。

り3.WIl;U11手4.2仁m、?，~，r:j 4.5叩1をilliJる。体部内外I師は、 i炎将茶色をきiし、 sfi1ニは制

選苫れている心内外而は、ナデ，11[，J躍である。燐成は良好である。椀の模倣であろ

う。94.1WJ;(I1 任2.7çm 、日~ I~'日.5聞を iM る 。 体部内外而は、i炎茶符色を呈し、胎上

lよ判liiiされている， 1人j外 1M は、 ナデ，1品IJ ~Æである 。 仇成は J:Hf.である 。 怖の松倣で

あろう u 95.Hl原成作2.6cmをilllJる。体部|人j外luiは、 i剣笠色をよ止し、 IJ向上は州選され

ている 品H告は不明であるが、焼成は!!Hである<) 1\'lj .l"1~の脚部の模倣であろう 。

小型丸底壷 (96 99) 96. H.i. I!;[ n何7.4cm、都内9.lcmを測る。体部外聞は、将

位、 体部内 I(ri は、 j炎j火色を IJ. し、 1' 1 色枇 r- ~微量:合む。 11村t~lSは、やヤ外反しな

がらなら にがるの体行[¥外面は、柏ナデ、 ldlJt 11、休部i人J1Mは、 i削引|、拙ナデ、

ナデ，J1，'，J自宅で11付加と休部の接介棋が苅るロまた、体部外而ιIHmが制祭出来、化

制 1:も施さ れる"~児 jむよ良好である 1 S I 1 o~t2/~1 、 1 S 1 I O~ヒ3附 と掠合する

97.J3MFtFJlj6.2cm企iJIIJる に イ本州:内外 I(lì は、 i炎乳指色をll!. し、 JU- 金~~f祉 、 1'1色村子

を微 i化合むう 体i'~I\外 I而 lよ 、 lliリr:11後械ナヂ、 体部|人Jmiは、 ijilJ-r;U、ナヂl制執であ

る また、 J託部付近に:.r.¥此が制策H¥~~、体部内外1mに化粧 仁が施される。悦成lよ

良併である コIS 1 1 (l~~2J\~~ と 抜什する 。 911.向11;(1 1 í~9.6çm、~~日'li7 .7cmを i)!lJ る 。 体

i~I\ I)サ外 (fliは、将位を I ，!.し 、胎卜.は*n選されている。 11紋古11は、 やや外JX.し仙ナデ、

ナデ、 休部|付Ifflは、 isIナデ、 拙JiIII]と不定};iilJのナデ刑執である。|人j外l師に化粧

1--が胞される ，*1L1J.北はuHである;)99.iUh;-(1 1 何9.8cm そ ifilJ る 。 体部内外而は、淡~

m色を11tし、 1'1(色村 r-を少M合む 11村部lよ、外Jxし相IJ[;II後、械ナデをナデm
し、 m"jl!iS は、 ~~IJ '(; il、体制iμJI町は、摘ナデ、ナデ、ヘラ削り訓較である。体部外

luiは、 化粧上がぬ 5れゐ 。焼成は良好である。 1S I 10北3回と接合する 。

聾 (1()O)似IJ;(I 1 if.1 1 .6çm をilIlJる 3 休部内外I而は、 i炎~L(立を lrl.し、金;ß/lt， l' 1 s!. 

枇{-をi崎町合む方IIHiHIIよ、 11'(立気味に点ち上がるc 体制)1人l外Imlよ、捕ナデ、ヘ

ラi切り訓棋である )r$U&: Ij: lHfである

高士不坪部 (101)似1J;(1 1任20.0cmを測る 体部|人j外1Mは、 IVJ符色を I11し、金73

1在、 1 ' 1 0. ~11. r-を1肢は合む 11似剖l!l、外Jl.し端部で史に外ばする。体制l外uliは、

~(JIJ [; 11、ナデ、休部内1Mは、 tWell、

ナデ，i1.¥J轄である また、体部外而

に|阿Iif，tな段が付く焼成lよ品川であるa

高杯 (102) 体制i内外凶iは、~~-+世色
をJιし、 IJ白上は州選されている 体部

外市1は、 日IJ毛円、ナデ‘体郎内而lよ、

~lilJ 色 11 、ナデ訓端である また、 阿古11

t脚部の桜什而が剥離している n 焼l北

はu好である

1∞ 

o 5‘m 
画面画面画面

F 1 g .35 ( A I ~ ) 1 S I 10.1ヒ3仲1
/1¥ 1 1 ~~'H~I包I@ ( II~) 

、ぐ甘ry

10，. 

F i 9 .36 ( A [>0 1 S 1 I O~t3肘出土土路実測也|③(1/3) 
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制mw畑ilt跡

鉢 (103)体部内外面は、 決l疋茶色をi止し、出・ 金袋町、白色粒子制批判;

合む。11縁部は、やや外反し、相{ナデ、時IJも円、体部内耐は、ナデ湖轄であ

る。{本書1)内外出iに燥が付許する 焼成は良好である

F 1 g 37 (A I..() 15 1 I O~じj~"111 1. 1 2~')!ll!~lxI(D ¥11') 

高士不土不音B(104.105) 1 04.抱原 11任 16.5cm をTnIJ る 。 体部内外而は、 i炎.ffi1i会色を!..ti し、 ，~~~・ 1iK3 母、 (1 色
村子を少111.:含む。1J，f.蛸ISは、やや外反し梢ナデ、刷tLI、体部内而は、横ナデ、ヘラナヂ，1同整である。

体部外而には、 1.1，¥朗:が民u察出来る。Mt.成はfHf-である b

105.体部内外l自i は、 i炎，m乳色合~し、 \U~~ 1fJ:、白色粒 fを微な合

む。 {判明i外l(lÌ は、 ~JiIJ 色川を峨ナデでナデm し、 1本部内而は、備ナ

デ訓戦である。また、擬11紋が剥離しいる部分や体部内外而に化

粧上が施される 。 少!TdJ物によると思われるキズも開策II~ *る 。 焼

成lよlHf-である。

聾 (106)似hi(I 1任12.6crnを測る。体部内外l酎は、灰茶色をlii

し、 1'1色粒子を多i止合むコ11村部lよ、 やや外!正気味に立ち |ニがり、

HIIナヂ、 A111J1!:11、体部|人11雨は、Jf!}i，成が.~:しいが、捕ナテ'耐蝦であ

る。体部外rmに2次焼IJXが間)llj'fH¥米る コ焼j此は良好である。

小型丸底蛮 ( 107) 体部内外1Mは、 rJ~L色を世し、1' 1色村 rを
微11(合む。{本部外聞は、相Ij{U、体部内I(riは、 J旨ナデ澗盤である。

体部内外l市に化粧上が施さ れるc 焼成はl'tHである。1S 1 

1 ()l何111'1と按令する。

手づくね土器 ( 108 ) 体部内外副は、 i炎:'lL.ffi色を~J.し、 JJfì 1: 

は Wf~ されている z 相状!じ艇が観察山米る .， 焼l北は良好であ

1 S I 10北拡張部2唐出土遺物 (Fi 9 .39) 

土師器

高杯杯部 (109. 1 1 0) 1 09.倍以11任16.8cmをiUljる。休部内外1(11は、 F， g.38 (AI，() 15 I IOt!I2~""11 1 ~~)!lll'lI刈(113) 

位色を!Jlし、金'!:E f昔、1' 1 色料子を少Ji(~む c rl純仰は、 I/(料的に外反し、 揃ナデ、 司自IIltl1j毛U、体部内

1Mは、倒ナデ、ナデ，，1，'，jf;尾である 体部外IfiTに化粧上が施され

るc ~史IJx'よüHである r 110弘lIJj{l1 ~~ 18.8cmをiRlJる。休部内外

出は、礼的色を 1 11. し、合'1~ 1告を微 Li:f.;'む 。 11械部は 、日町線的

に外Jiし、 J岱械のため澗唯不l仰な持11分もあるが、体1郊外1Mは、

~JIIJ ~t 11後、 ナデ、阿部|付I{Uは、倒ナデ削1慢である。また、体

m;外11'11にmmが制策11¥米、 IVJ Irf，fな段もある 焼成は良好であ

る(1 S 1 10北3肘と -r8!~する

1 S 1 10南2層出土遺物 (Fi 9 .38) 

土師器

る。イミIVJ1:1出品c

1 S 1 10北拡張部西3層出土遺物 (Fi 9 .40) 

土師器

高坪脚部 (I 1 1 )脚部任11.4cmそillリる d 体制;内外出iは、明

位色を2 し、 ['1 色粒~f-を 1地4ltfrむ。 脚部は、相府I~でやや!吊山
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する 脚部外1(11，よ、ナデ、仙ナデ、脚部内而は、;'jIjり 1lJ.'，J~院であ

るE 休部内外IIlIに化粧Jてが施される よ光j北はn~rである f

手づくね土器 (112)現存民3.2cmをiJliJる 休日IS内外1(11は、決

特色をR し、船 Ut車内~されている。 焼成は良好である

111心部付近に穿孔と放射状のナデが制策IH米る 不IVJヒ製11111の

1 S 1 10北拡張部東3層出土漬物 (Fi g.41) 

土師器

鉢 (113)彼1J;(1 1 径 13.6cm 、 ~U~J8.5cmを測る 体部内外1mは、

担色を (I~ し、金主町、 (1色村子を多id 合む 円純音1;は、外Jiし凶

ナデ、~JlIJ "G 1'1、体邸内而は、拙ナデ、ヘラ削り，iMJ快である 休部

内外而に!日版、 2次焼成もft]熊 11¥:1!:る t 焼成はnHである。

聾 (114)1!n以11径16.0cmをiJtlJる 体部内外Ifllは、抗以色をhl
し、思・合~I~r生、r'1 i!!，i"/: fを少此合む [1線部lよ、外Ji.し櫛ナデ、

4JIIJ (;口、体部内1(111士、情ナテ'、 {jjlJt IJ li~IJ躍である 3 体制:外出に煤

が1.j.vする 地j北は良好である

手づくね土器 (115.116)115.llft2.2cm、桜山1.4<.:mをiJ!lJる。

休部内外IIlItJ.、品開色を:liし、金山町.を1放日合み、 jJu1:'よ制起き

れている 焼成は良好である 3 怖を悦倣したものであろう

116.淡.w色合。 1 1 し、 (1 色純子を微肝~み、損仏JE換が伐る 椛j北

は良併である また、 2次焼11.誌が・部制策 IJ\ 米る。イ~ IVJJ' 製品

1 S 1 10北拡張部東4層出土遺物 (Fi 9 .42) 

土師器

饗 (11 7) 体部内外IÍII は、 i制V:7L包を rJ~ し、1' 1 色村 rを
微lii:合む 11付加は、外反し、端部I)'jtfllにf立が十lく イ+{ill

tnm西焔遺跡

LZ 
F i g.40 ( A [<Z ) 1 S 1 10北~J13災都

1'4 :1~'1I1\ r.し協'Xil!山'XI(11:1) 

プ
114 

句15 匂ぎあ
』 Hah Cくつ116

F 1 g.41 (AIベ)1 S 1 IO~ヒ鉱鋭部

山::111'111¥.1 U;VJ~ìUiJl災1 (11:1) 

外的ilよ、 IlllJ[; 11 後仙ナデ、 {令部|人J1(11 ，よ、仙ナデ1J，'，j~在である

体i郊外1mに悦が引而に1.J押するc 焼成lよnHである《 メグル
ペーτ ーヘ〉、\明~\\\

o 5un 
1 S 1 10北拡張部9層出土遺物 (Fi 9 .43) 

石器
F i g.42 (AIイ)1 S 1 10~ヒW.'lI;，'，r，

石器 (11 8) 砂 'l}~の阪イ l で 11Mのみ仙川している 1114~" I11 I 1 ?:; )川I'~I (1/1) 

Ft年ち川か?.IJLイ[.1毛6.9<.:m、中1ll1.5cm、Jlメさ2.3cm、if(さ35gをinl凶 。

1 S 1 10 P i t 5出土遺物 (Fi 9 .44) 

土師器

富士不土不部 (119)(征服111子16.0cm判目的。体部内外由は、位色

を?し、金'21:):， ( 1 色位子をf~k1止fr.む 11村部は、 l白線的に外反

し、9ilJgllは、 1MJ限りし楠ナず、 体部|λJI(Jjは、柚ナテ'、ナデliJl.J轄

である。体制;内外1Mに化杭仁が施されるu 焼成lよnHである，
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制関西畑遺跡

1 $ I 10 P i t 6出土遺物 (F i 9 .45) 

土師器

手づくね土器 (120)決符色をむし、Jlfi1: (よ前哨されている ，

~~ÀJr ~J!、ふみがら 4j.{が成る 城1&はuりである 不I!JJ1'，製品、 ζコ1200 b 

1 $ I 10 P i t 6・6層出士通物 (Fi 9 .45) 

土師器

F i g.45 (A 15( ) 1 S 1 1 0 P 1 l 6・Pi l o・6刷

出ム".時淀川i刈(1/3) 

手づくね土器 (121)l' {長4.8cm、出向3.6cmを測る 内外而は、

i約五茶色令IRし、断|二は州選されている 内外而は、指蝋ナヂ111M

耕である 焼成後、制的から穿孔する 怖を悦1旅したもので

あろう 》焼成はfHf'である

1$ 110P i t9・7層出土遺物 (Fi 9 .46) 

石器

石器 (122)外耐に悦j北を受けているのが制策11¥).1毛る

J北イ1:民16.2cOl、申1i16.4cm、!引き4.4cm、，Tcさ540gをilllJ1.>。

1$ 110P i t10出土遺物 (Fi 9 .47) 

土師器 。公n

底部 (123)休部内外[fij(よ、乳将位を中し、，;，色抗[.を1肢は合む^ ¥ ) 届ー』扇 面

外l師は、 ~lllJ f:: 11 、 内耐は、ナデIIIM~をである。 F ， g 46 (A 1'<) 1出 11川・， I Q ・ 1~，ltll U Il:n~洲PI ill" 

焼成は良好である

1$ 110P i t10・5層出土遺物 (Fi 9 .47) 

土師器
にi:1.:乙ヰコ24

支脚 (1 24) 体部内外I(IÎ は、 i炎j火 !I~色合 'i~し、，~，

色粒子を微llk合む，，，1司鞍は、ナデ介.141われる よた、
F， g.47 IAI<! IS 1101'， 110‘l' ， I 10 ・ 5~~ 11 \ l' I.~:;・J;ìlIH'1 (1川l

外rMい桜状1.1:出が政る 快l心よJ'!Hである

1 $ I 10北拡張部 P i t 12・1層出土遺物 (Fi 9 .48) 

土師器

第 (125) f令部内)'~I(liは、干し茶色4rlliし、!日 .~~~:，・t 、

一 一

{ / 骨

‘ぜ.，.. .. 125 
o ~ 

』圃圃ーーーーー
， '. I 0. fl~ [.をf;提11('0む...IIH剖;(土、ベ'や外j正しt:1J({i;はlIlfとり

する 〉 体i刊外 I(U は、 ~IIIJも日や仙ナ 7 で il'íL 、作品|人)Ifli (i、

F I g .48 (A 1 < l 1 S 1 10 l' 1 1 12 ・ I~>l ll\ 1 I.~:;・)1納I~I IIIJ) 

W(ナデ11則強である 仇j北(ifHfである。

1 $ D01出土遺物 (F i 9 .49) 

石器

石器 (126)I日lI{duて微制11ポ11削をイ1・する引11"'.である

.fJun毛3.5cm、申lti2..3COl、 JI，JさO.9cm、 ~(さ5μ やiUりる

29 
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組問問畑11跡

4.小結

A!;{は1M;旦より才"!二向い1般向J血|にすJ血するのに刈・し、日l孟、 C1)(、口|ベはやや低¥，'fifrに¥LJ血する。

そのためja備は、側:，&.11¥米なかった上いうよりも、ブドウ制11、茶畑、竹林などの後111:の悦再しを符しく受け

ているために、j'!'H品が舵j世されていゐか、もしくは、 mii成している uj'能性が.. ，~j l，、と考えられる

今後、 i出品jl ，lj~1fなどの継続的な"日iJ 1fを行い、確ri2.する必演があるだろう ，しカか、し、 j遣世f憎昨のF践2り4λj侃兄もf

b、と忠われる

次に、 1S 1 ) 0慨火u:I，I;'に1'1川、3条の榊について、 IJ¥1 ;il物から r'itt'tl時代と与えれる。i枠は、切り合い

から 15D 15・1S D05・1S D OI の I~(lf作である(析 .l' iい そこで、戦穴住h';'との|則係が11IJMになる ，1 S 

D 1 5は、ほげII~:綿状い延びている点や、多少I'j l] .\ll.を交けているが消の師、採さを与えると、 1:\Ilhji昨と考え

るより排水路としての機能ではないかとJfえる そのため、 1S DI5[，，]f品に1S DOI、1S D05についても

排水断として機能していたものではないかと号えられる 主た、 1S D 15をl町線的にl川に延ばすと、鶴日!

収入オ!日自跡1;九11，'Jff(B r;{)で併1;11，2.した 1S 055 W然int路)につながる このj悼の下回は、 Ili哨i時代と年

えられる このため、 1S 001、1S 1)05、1S 015、 1 S D55は|則辿する地1怖ではないかと-JJ・える。

以後に、 IS 1 10、1S 120に|則してli，J.illの光州II):，Jfe針。県を合わせても、 I"JlI!j JUJ <J)略穴住I，'rが靴認されて

L、ない 恐らく、~;'B-は北から収にかけて紅白:したと . )5'えられ、島 (1:の新liV~付近に広がると思われる 胤

j立の lH草地物止して、カメ t'i'íと思われる上器g. を冊'~.~している しかし、地柄が検出される IIf能性は、

fl~いと思われる . 1 S 1 10、1S 1 20に|則してのl伴制は、日IJmで11Cすa
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鶴fII!花火l:ltil跡 l次調査

第3節鶴田東大坪遺跡1次調査 (A区 .8区)

1.はじめに

的III 収入:l'~j立跡は、筑後 dî大寸:世11111 'j' 点火伴 1 251 ・ l外に所在し、椋自約15mのil~似段 IÎ: に位置する

北側車山県を必に凶iの削‘I~& び文総川1-11:水路予定地の約24∞dをp).'，J査対象としたη 検出した遺榊は、 f市4条、

r)~島6J，~、 ヒj崩事1~~ (本益上峨l;~)、不lりJm情U~、 P i tを検出したコしかし、 /ドウ畑や竹林などの

I:Mの j井作の批1月しのため多くの辿十/1)が破i出もしくは般相されている。 i~f，J1f l~か分かれていたためA氏、 B

11(として111.'.j査を行ったれ制査は、県川が担!内 した)，Jf.JffJ出1111は平成Hイ|ミ9)J1711-1昨年12}J 611の間で実施

した。以下、 ja情及びle1:1世物について品川する。

-、

4 

).;J 

1 
"'lJ.~ ___ホ

民~\

b 

r __-、>.:./ 

!;Lz 
F i 9 .50 旬削]川以大J上川即'1干|ドt泊跡|次，1州訓品仙州ih¥問，¥]千作t(八|ば1..8引Ii.ベ心) j，1，訓制!，jf査EJ地血l~i引.

2.検出i遺量構についで

(A区)

1 S 001 (F i 9 .51) 

liMJ1H.>(の I~j じ似ií'è し、以IJyに延びる itlj である 検11¥民

約21.0m、申[，10.61-1.60m 、 i~ さ O.3Hm を ifilJ る JIJl tは1I1}
品色! (撹乱)、褐色 1:の2肘に分かれる il/lのほ面は、

は11.ドらである 山 J:j'也物は~J'l .'ι ~ifの何~)'(がl点のみで

ある(rl.~' JVj( 1 R 1":紀Ijl刷 、9111:紀!日IJ'I'~q'lであろう 。

1 S X 05 (F i 9 .53) 

且lla..I 11.- .!!l!且J

可ジ7ネ7l7:，iA
IS以)11. .\~ .; t， b'， 
1 ・，.~tI噛，::， ~晶1・且， I褐色.i¥C>・ム)J・1!{:'。 1m 

F i g.51 (AI>() 1 S 0011:府|折l(li'Aillリド1(1/40) 

，Jld1f1，>(のI+iに似iiqし、 IS DOIの北側に仲間サ る Jr.-JlJEには撹乱が多く点。:し、 消は全Urlしないも のの、

MJi昨状に巡る出合検IJ'， した H:I"'''2.36m、制軸1.871η、j京呂0.04、O.05mと傾めてi見い)~II上は、附茶色

|の1Mである 惜のj氏 l自111 、はば‘I~ らである . 山七迫物が管無なためl時JU1Iよ不明である ，
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鎗図東大坪遺跡1次調査
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鶴岡J<<大'!J'II紛;1次副11:

1 S K 10 (F i 9 .54) 

Iil/.J 1_t1正のやや市に1立!i'(し付i円形を日するυ2.96mX2，74m、i策担O，23mをiJ[lJる。飢 1:は、 暗黒色二ヒの1/¥'1

である ~I\ J '，jrt物は['.削i出の到のrI結持1;である 。 古杭|時代のI~TfffÍ.であろう 。

。

入手云ーィi¥
I -， '-...-ri 

「\\，ノ rへ ~\
¥一¥¥¥jk)¥. ，，_ '<x r J 

¥_/句、『¥戸¥ノy 、了{l

-
1
/
t
 

7h71i77//♂れ
，~:o.駒

f 

、、，..，. 

¥ 

芯〈

同神鴨・

ワ.
1SKlO土膚ー悦{申 13')

1灰色ヰ(織の1書札}

2.911偏食土(i(t色プ'o.~タ微.含む)

'.お岡 t

1m !。
H 

〆

'SX05;l嶋一民(c.ιd.d') 
1閥系t!2ム 200銅侠1".よ仁(111&) Hカフラン

F I g.53 (̂  I~) 's XO$'.till~I~1 ・ I~\'~h1(11 )!iJl~I'~1 (1/40・1/401

1 S K 14・1S K 1 5 (F i 9 .55) 

l出.J1'f.区のrJI ~たよりのけi に位ii'~する 辿榊検/l\n.~お k び1.I~1wt妓の車占拠、 1S 1<.15が切っている。出土遺

物は1S K14は持加、 1S K15からは!.I.¥II/tl行、サヌカイト、突イ1¥-文系 k協のう担J1，'、収イiJ，カr/l¥I~. した。

{八 I~ ) I S K I O .td，IJI~1 ・ 1~lj lfJilltl')!IU'JI~1 (1140・1140)F I g .64 

地山舗色オ

、¥長

/〆
ノ

1m 。

1~14 ぬば15j咽圃. (1 "1'1

1周楓色土t高官'.7(>/.11>.角(;)

2.!All!色l.(痛1'，:m-/J1>・2ι}
1草色，t(・l'.l7C'/?普・aι}
6向lIittu.(異色70'/.1事・事(;)

5]);I'U.(慣1.l.1

'~3W氷川

‘.1<>鴨

o15C 臥 14)

L府l祈l問実iUIJ凶 ( 1/40・υ40)1 S K 14・IS K 1 5~克7Il1J凶・

34 
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鶴ffiJ巨大坪遺跡l次倒11:

1 S K20・1S D25 

1 S 0 50 (F i g. 56) 

J同:tf.ほのほほIjl央付近にf¥i:01し恥

し、遺榊検出l時およびヒ10観察

の結果、 1S D25が切っている

のを柿恕した 3 迎t射'Ij.はi:/li状を'r!_

し、検/1¥1毛3.0Rm、i架さ0.40m

iiiI1'ををiIllJる。/Hよ遺物は 1S K 

20~;l:枠 mri 、 1 S D25から.Ji質上

協の上鍋、十社イi製イ[鍋、位打、

府行が/1¥土した。1S D25の胤

没過院で掘り也しがあり、 15

D50として造物を Jl~ り 1 :げた。

/1¥上造物は、 I:Olli時杯、 ーL師時

椀が11¥上した。j昨の最終jCfi?党iよ

1 411t~è -15111:紀ばiであろう

1 ß~lO tSD?5 ISObOi・ー冒
(g-Q' tト h')

1.1II~‘臥1(ロ岨ム蝿周司~(:)

lJtt!'.ilo・Ioffll・9‘ω
1'"同民色よtロ ム珂担n・・青む}

d圃暢除土10'I，!-・南省，l

ら幡~I将位i(ロー ム剖圃・畠~;)

6.~且Ik色ニt(oーム刊柵・;tむ)

7樽f'I:t(口-"';11¥111"む1

8.11'員~ j(ロム同・~(;)

q・"色i(ロ Mi'p.屠f:)

3!，('fI;筒庁紙 、仰向，ン}

F I g .56 ( 八 I~') ISK20・1S l)2~ ・ 1 S D50').1II11I耳|・ I~..，陶Ilhl )!dl~以1 (1140' 1140) 

司¥ー

1 S K 30 (F i 9 .57) 

11~J慌!互のほぼ1] 1 *に(，i:WI¥し、 l.t;llllh1.22m、短，]!djO.88m、深さ0.38

mをiJllJる，~Il仁は、1Ij'Í'!H色上、lIi]'fJ.¥灰色 1:の21日に分かれる。/l¥上

組物は、弥生t出J'(、IJ}II掛イi、サヌカイト、破打が11¥1:した。

1 S T 35 (F i 9 .58) 

制
H

1"ω. 

Ill~J1fl:!..のほぼ1] 1 *に位慨する 。 |旬がitlt.J1f. I. .(のため全作はイミIYJであ ノ 主 7r 

るん。検l山1¥長0.6ωOm、i深架さ制O仏ω.2μ4mをi制則るι。問辺にはプドウ畑のj法長礎な 1 刀今~ 一_.....戸三コ弘札 /
とどè'oの〉汁刈J批党削肌l占札月札~L~凶を引ているため、 泣削折榊附t判倣附4検術伽食釦剣/1山iハ'111時守 (川p刈州IJ.リ山1'.はl灰天刈州J日山J八l色 |しυ.)はJ批党乱 ;訟?一副4哨叫官駅れ(，川併
と品}~I. "? iてC州tり円j川川千下.げた。しかし、遺物が/1¥上し、 i:J1"1酬を行った結 P;間川(;).ー
*、 ヒ城必(水位 I)Jgè1i~) であることがわかっ た。 出上地物は|川崎川町『か

慌の小|山Jり州、 外削川lυMJf川1

われる

F I 0.67 I AI<') 1 S KJo')!d!I)j:;tl・I~llIrl(lj')!II\1II~1 (1刈}・ 1140)

1 S K 40 (F i 9 .59) 

jllM1f.13:のiYJで、 IS DOIの北に位ji'，:し、円形状をjitするj自榊であ

るに， O.79m XO.7Xm、深さO.25mをiWJるιtlll1:は、 H古川上、 i炎茶色十-

id茶色 1:の31Nに分かれる /1'， 1:遺物lよ、ィ、IYJJて拠11111が/1'，上した。

1 S K 45 (F i 9 .60) 

ドIWff.I!のJヒに{d:iiqL 、イミ〉ヒ!作な j陪を Il~する:iït摘である o j!l~ tは、

茶色l:、出色 1:の21~'1 に分かれる 11'1ヒi立物は、弥生 1'.~if J'J-、上川i

?，~)\ . カ ~m L: したが、俄11- のため r'~1化 1 1 1，米なかっ たc

止~

ζ三三JすrIZω.

怜勿抑諜(5

。 2m 

F 1 g .56 (Aj.( ) 1 S T 35・)!i1I1JI~I' I ̂"断111I')!iI!llitl(1/40・l刈0)
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的111京大坪遺跡1;次制査
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1m 

lSふ咽il!'I(k..k・1

1順咽N.

fロ-l・.'~ ・3 t:1

1':':品色土

(0・I、・9欄圃虫(:)

』圃草色i

t口-1.害b・~~ ，)

。

¥
¥
¥
¥
¥
¥
 

移矧;
2m 

開
円
、。

w;;初初旬~
ISK4&J・-1j{1・n
u易I';J

(ローム明1.(1二1>・SC)

2圃色i

{ロ ム事・3<;)

F 1 g .59 (八I，()1 S K'l()・UIl11Iχ1・ 1 .. ~>j ~lilrlj・Ul別式|

(1/40・l川 1

(A区)I S K45実iA似1.t層l折面実測図 (1/40・1/40)

その他の遺構と遺物について

P i tや撹乱からj古物がIB上 したため併号をつけて取り上げた。舷}Ji資料であるため、凶化出来なかっ

た.il'1物もある 。 その他、 ~î来迎I物として Ijl悦 と忠われる土持片がIII上している。

F i g.60 

1 S P 02 (F i 9 .52)撹乱のPi tである。出土造物は、近|止陶器である。

1 S P 03 (F i 9 .52)批乱のPi lである。11¥上越物は、上師器上釧である。

1 S P 04 (F i 9 .52)批ICしのPi lである。出土地物は、」二附慌である。

1 S P 06 (F i 9 .52) たまり状になる批百しである。出土遺物は、 土師時である。

1 S P 07 (F i 9 .52) P i tである。/'¥土遺物は、 七帥時火鉢である。

1 S 008 (F i 9 .52)撹乱の摘である。出上泣物は、 近世陶協やヒnlli縦である。

1 S P 09 (F i 9 .52) P i lである。/l¥土地物は、瓦質土器揃鉢である。

1 S P 1; (F i 9 .52) P i tである。山上遺物lよ、よnili器、思蝋石ポIJJi-である。

1 S P 12 (F i 9 _52) P i tである。1'¥1-_遺物は、 J:flIIi器小皿糸切りである。

1 S P 13 (F i 9 .52)撹乱のPi tである。出土地物は、上師器である。

1 S P 16 (F i 9 .52) P i tである。11¥上遺物は、 よ削i器である。

1 S P 17 (F i 9 .52) P i tである。出土地物は、砥石である。

; S P 18 (F i 9 .52) P i tである。11¥上遺物は、土川端小皿糸切り である。

1 S P 19 (F i 9 .52) P i tである。出土造物は、弥生-1保、よ師器小lli1糸切り である。

1 S P 21 (F i 9 .52) P i tである。出上遺物は、よ師器、出蝋石剥片である。

1 S P 22 (F i 9 .52) P i tである。出土遺物は、府石、上師器である。

1 S P 23 (F i 9 .52) P i tである。出土造物は、瓦器である。

1 S P 24 (F i 9 .52) P i tである。U¥土遺物は、土問i器である。
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制I.um大坪遺跡 1;次洲1e

(8区)

1 S D 55 (F i 9 .61 ) 
AIX:の南側に佐官tするo r:11，J有区から自然iliE路と忠われる情を l条検出した (1S D55)。 しかし、 1泊n'HK

の帆が挟〈、周辺より低地に位i問していたため、雨が|埠るたび冠水を繰り返したo その車l同L¥土砂の崩静

ヤひぴ~~IJ ~ しなどのため、 J間売が凶眺であると判断し、 -剖i分のみを完拘iした

調査の*8端、上I¥'lj- rlll~1 は現代の水路として('l!われていた JJ~が雌認出米た。 ド11'1は古i~Il時代に相当する士

師器の向杯の脚部が出土した。

+ 

。

十
v. 45150 Y-45140 v・・45130

F i 9.61 ~-n山点火l'lt)fi跡 1 *訓有 (B区)遺構全体凶(1/200) 
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鶴田京大Vf遺跡 J:次調査

3.出土遺物について

A区 (1-32)

1 S D 01 (F i 9 .62) 

須恵器

坪 (1 )復州市 1 5.0cm、時r\~2.7側、復出{底径 10.0仰を前向。 内 ¥ 一一一一|

外而は、灰色を呈し、 (1fu純子、虫色村子を少hl合む。|人l外Illiは、

ヨコナデ、 l良部は、 1r1 1 '1û:ヘラ切り ~11'，J鞍であるに 焼成はl~併である 3

千五:lltrJUJの所躍であろう。

..7 
。忌m

F 1 g.62 !AI.() rS[)OIIIlI I ' ?:i火111111叫 ( I /~ )

1 S P 07 (F i 9 .63) 

土師器

火鉢 (2)外阿は、縦fdlJ毛11、内1Mは、斜め)jf句の楠1(，リ毛リ IJ日l整が残る。

また、内外l師は、 i炎乳白色を IIiし、丹1 ・金~lt f予を少量合む。焼成は良好で

ある。

訟品

F 1 g .63 (八1<)1 S 1'07/11 1 1 総χ例I~I (1/3) 

1 S P 09 (F i 9 .64) 

瓦質土器

鉢 (3)内外国に刷E口11.日)執が伐る。|付而lよ、H青山灰色、外而は、 i炎以色

を呈し、金~'I正、 11 色牧 {'2-3mm純度を少!I(合む。焼成lよ良好である。

1 S K 1 0 (F i g. 65) 

土師器

o 5em 

F I g. 64 (A 1'<) 1 S P 09111 1 1山火il!ill:;(1(1パ)

聾 (4)彼h;ll1筏16.0cmを制IJる。11縁側の-郎で、出械が1';.しい 戸

ためd開戦不lり!。内外1(11は、決位色を2し、白色粒子会少此合むc ¥ 

焼成は良好である。
マ。 lOcm 4 

F I g .65 (AI>c) ， S K 10/1¥ 1 I ' ~:;'J!HI!Iχ1 (113) 
1 S P 12 (F i 9 .66) 

土師器

小皿 (5 ) 彼 )J;Ü氏任5.8Cß1を iRlJる 。 内外1Mは、 dM~色を 1，~し、 !J.1出 I手を{純hl合

む。 Jfji，成のた削税不IVJであるが、 応部は糸切り tl~，J星空である 。 地j北は良好である 。
¥L-:7: 
。 缶別

F 1 g.66 (AI.() ，S 1'121111 卜日:，U~I~I (111) 1 S K 15 (F i 9 .67・68)

弥生土器

聾 (6)突m文系の却であり、 JIIuJ部外商に刻み日突'ii?をWiり付ける

内外面は、淡熟色を包し、 (1色利子を少日合む。焼成は良好である 、

石器

軽石 (7) 平聞は桁円形で、日~J幣は硲i位11\ 米ない。

現存良3.0cm 、 ~I民2.3cm、原さ I .Ocm、重さ 1.6gを1則る。

pGI 
。5cm

r 1 g .67 (A 1') 1日KI~II II 

|紛 J~ IIIilI'*υ(11') 
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OllllU大仰遺跡 1;次謝1i

1 S P 17 (F i 9 .69) 

石器

砥石 (8)砂岩到のfiJH，で地l北を受けている 問SI師は4r面をNI)IJして

いる 現存民 12.7cm、 ~hl l .9cm 、 Jl! さ 3.l cm、JT(さ 1 45 gを測る。

1 S P 18 (F i 9 .70) 

土師器

小皿 (9)従11;(rl1壬I:Ukm、?':-f，'，'ljI.4Cnl、間ll;(

li主任7.2仰をîlIlJる 。 |λl外耐は、 i炎!7L 色そ'，~し、

金'1:.1祉をi批jま合むコ}B減のため訓告主ィ、IVJであ

るが、底部は糸切り淵幣であるじ悦j此はやや

不良である。

1 S P 19 (F i 9 .71) 

土師器

¥ --=1 :弓

r ，日 .70 (A 1 <) 1 S r 1 H 

/111 / ~:; t ，lI~1認I ("'， 

小皿 (10)従以rIfHL4cm 、 ~~rll・lì 1.5cm、従}J;(}，必

符6.7C01をiJIリるョ内外官11は、 i炎!{L(与を J1 ~し、 (1 ~l\% 

F を微此f.ìむ 。 ，):~部は糸切り IIßJ秒後、似状ハ.泌が

y~る 。 焼成はïH{'である。

1 S P 22 (F i 9 .72) 

石器

砥石 (1 1 )安山山製のイ{

で外Ifliに地}I.比を受けし、るが、

与れている 現イr=1..f15.6cm、

』広さ2.60kgをi則る 》

F I g 71 (i¥I<) 151'19 
111 I I ~:;J:iI司111 (I'll 

'1向(iJ[~.[自!としてf山1I

~;;l 11 .8('m 、 1'1 さ 9. 1 cm 

ヒコ)
F I g .69 (A 1") 1 S ド 11/111:ィ ir.~火洲l耳1 1113) 

.:.、 v・.. 畑氏の・~1D主示す

。 lCXm 

1 S D25 (F i 9 .73--75) 

石器

F i 9 .72 (A I>() 1 S P 2211¥ 1 '.行時')~isIJ関 (1/3) 

鷹石(12)安山官製の肝打である J!ftl化が

汗しいため全rJ1Iに使J11 ~Uは 1・IJ らないか、倣ー'J.:Iよ

'IUJすっている可能性がある 、もう ーつ1.1、|品j

!HI!I(IIに線刻が制架される現イ{:民11.2c01、制5.1

cm、Il/.~ 5.0C01、市〔さ665gを測る

敵右 (1 3) 安山円製の I~j~:{iであるc 胤化が

片:しいためJ::.ド両端部に比える)111にについて、

はっきり '~IJ らないが持|二 l"l r'l lが;t~.められるた

め、 l法イ?として仙川した可能性がある。説作j毛

9.7cm、申itl4.0cm、1'，1:さ3.9cm、111さ265gを測る

。

F I 9 .73 (AR) 1 S 02511\上イ i?~~ iRlJ rXI(l) (1/3) 
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筒聞東大t~II遺跡 l 次偶有

石器 (14)令体がn然rfiiと号えられるが、 1Mりに比べて椛も承IJ離而もシャープであり先端部は加 rさ

れているようである。時イir.~f ):思われるが、 11然石であゐ IIJ能性もあるため参身資料として提示して

いる JJU{民13.2cm、制7.3cm、I'/.さ3.7cm、呪さ390g争ilIlJる

。。 らl:n't

F i g .74 ¥ A!><) 1 S 1l2S/l¥ 1 ィm'J~lI司1~1 .2" (1 1) 

乙ミ〉1 S 025・5層 (Fi 9 .76・77)
。 IOcm 

石製品
F I g .75 (八r><:)1 S D251H L イ 1時実測l渇(~) (1/3) 

滑石製石鍋 (15)山崎が11，(く仰 I1M (J) I'/IJり11¥しが 》

IVJ附であるc 保川分知CI作の純附に人るものでめるι

瓦質土器

土鍋 (1 6) 内外 1M は、 n[ír)火色を日し、 1 ' 1 色村子を少l 'l~合む

外IOI令体じ胤がN，，viし、 l人JInl には、 ~IIIJ t 1.I1;1，¥J ~告が伐る。 -tiWU~

良好である

石器

敵石 (17)安山岩製の融行の可能性がある

陥H瓜は胤化が呂・しいためはっきり判らない。

寄与・資本|として拠不したcJJH?l.毛3.9c01 、 ~lrJ3.2問、

Jl/:さ2.2cm、1]1さ30gをintlる。

!xm 

-幽ぺ僻
F 1 0.76 (AI ~ ) 1 有 1 )2~ . 5.1.>1/11 1-1-?:;・ィ i製品川1~1~I(l) (111) 

15 

1 S K 30 (F i 9 .78 . 79) 

石器

石錘 (1 日)安山Yi視のイ-i~:.;.で fí5頑として他)11 0 

している いi‘11.な時をlJlITして 1-，ド端に快りを

いれている ド端部については般H1Uが行われ F， on (I\I ~) ISDぉ・州

てi-:iり航行として使川したIIT能1''1:もある ) 111 1 {， ~~ J川 1;(1(7，11'2) 

mイ{民7.5cOl、制5.1crn、lリ主2.6("m、依さ 120gを測る

ナイフ形石器 (1 9) 不定形剥片を，{{~~として ー部n t.~I(1(を践す 1， FI"'ir(1I 

持I~ を'1 1心い lílJ う求Ij附を行い刃怖をf削日したと思われる 端州;について制|かな)JII

1:がnわれている。 また、 li'l'Iのffill航行会他JIJしている 3

JJLイ了民3.4cm、制1.7cm、l'よさ0.5cm、坑さ3.0はをiJllJる

く~ 。 P :.y.m 

F 1 g 78 ¥ A I~ ) 1 S k 1(l 
111川市u司1~Iの(113) 

〈三ご〉。 5.m 

F i 9.79 (Ar.<:) 1 S 100/1¥ I 針路尖i則l:~1 ~ (112) 
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筒団東大上1¥遺跡 1;次訓告

1 S K30・2層 (Fi 9 .80・81)

石器

スクレイ/'f.ー (20)サヌカイト製のスクレイパーである 剥離した無

調整な耐を加打し、小豆~のイi刃を点材としている。 11可側品部付に刃mLJJII 

ょを行っている 3 また、 Illij側付端部から胸部にかけて刃こぼれが認められ

る。ftl有:民2.9cm、。;ね.7cm、何さO.9cm‘ITtさ11.4gをilli)る

弥生土器

壷 (21)/1111)部の唱郎で内外出j向減が

-~~:しいため品ij ~能不明である 。 内外 Ifri は、

従茶色を以し、II(己批 Fを多力i:~む戸 ;椛

l必はやや良好である 。 聾 (22) 似lJ~lJ，必

n~ 11 .6cmを illlJ る ~ ~JI日引きは Jftìi成が苦しいた

め不明である。内外l[rIは、 i炎指色を以し、

1'1色粒子を多11:合む。悦l此はややnHで

ある 3

1 S T 35 (F i 9 .82) 

土師器

小皿 (23)I I任8.7cm、協同'j1.3cm、成

保6.3cmをiJllJり、 j氏自ISは糸切り11削慢であ

る 内外iJJjは、決位色を1し、金'BIU;を1

1地lil:含むa また、内l自iに小動物によるも

のと忠われる制11かなキズがrm妓11¥;t~ゐ

焼成は良好である 小皿 (24)円 任

、、

、、

。

iL /，¥1 

't'Xtぃ':.lI酬‘、‘ー・、"… 
一司・~'\‘>'

く二〉 。 志J明

F 1 g.80 (AI.) ISKJO ・ 2~'1 111 I 

M~'J_iI同|宮K!J (112) 

" 21 

10.;m 

8.1 cm、?~ ，I':i 1.4cm、収ft6.4cmをillリり、 !戊 F i g.81 ( A I~:) 1 S K 30 ・ 2r~'1 II\ :". 1 : 時，)~il!lJ問。~ (114) 

部は糸切り，制鳴である 勺 内外1mは、 i炎~~色をう1 し、

て---亡E二三~

てー k.;;;12d

L ご一1---.---ア25

て-g 
。 10畑

金'1t II~ を 1)投 JJi:合むc また、内外的iに小刷物による

ものと思われる ~IIIかいキズが多く附:;j.~. llI米る 。 悦

hX:は r~Hである 小皿 (25)rlff.:9.0cm、t:;A-ll

1. 3側、 Ji引で7.4cm を iWJ り、)/~ t~l) は糸切り lí同戦後、

似状H='艇が残る 内外1(11 は、淡~1\色を JI~ し、合会

りを 1)投 j止~む 3 また、内 1M に小動物によるものと F i 9 .82 (A I~() 1 S T 35山士1:税'Xi則似1(1/3) 

思われる細かいキズがf(l:;i?，? I H >k:るt 焼成は良Hでめる 杯 (26)11径13.4cm、時向3.2cm、ほf在日.7cmをi則

り、 l応部は糸 切 り I，J，'J 世後、似~)(J五艇がぬる c 内外l町は、淡1L(とを唱し、金-氾:nl手を{般M含むむ

また ‘ |人j外1mμ小助物によるものと11、われる利11かいキズが多く雌11~./I\米る よ克成は良好である

， S K 40 (F i 9 .83) 

土師器

手づく ね土器 (27))jfi ".1よみ削:げ・を 多 ; I:'~む焼成lよ lHf.で間I~代める

ボIVJ土製品

-O; 
σ 

。弘.'"

F 1日.83'AI< I 1日K4(1111I I a:;'J!ilflJ l'~1 11日}
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総聞東大t.l!遭跡I次鯛査

1 S 050 (F i 9 .84.....，86) 

石器

石氏石 (28)変j自YJ製の砥行である l的iのみ仙川棋が認められ

る 現イn毛13ぷ:m、中1t{11.2師、!日さ6.7cm、収さl.46kgを測る

磨石 (29)安山山製の桝イ?である J 2附I~rにj自 l師があり、火を

受けて行交したi~l~分がある ， .fJLイ{民25.5cm、中M15.6cm、l早さ8.9cm、 -

if(さ5.60kgをjUlJる。

石器 (30)安111'f:製の行で全11I1-J:SU北を受けいる。参考資料と

して提示した J ~見作民7.8cm、中M5. l cm 、)'，1.さ 2.6cm 、 m さ 1.00kg を

illlJる

28 

10"，" 

F 1 0.84 (Al.() I Soso1ll 1 イi~')!澗l刻① ( 114) 

繍1理の毎回t示甲

。 ゆ例

F 1 g .85 (A区) 1 S 050111 [.行日:~')~iUlJ U<K2 (1/4) 

1 S 050・2膚 (Fi 9 .87) 

鰻~の・m四1<示市

己。 1().J'! 

F 10.86 (AI{) 15 Dso/ll1 {， R:品川I~l;;(l③ ( 1/4) 

¥一」二d.，
土師器

F 1 a 87 (AI，() 15050・2MIIII :.' I : ~~'J!測I~I (1/3) 

Z不 (31)fUb;Ü氏 íi9.0仰を iUIJ る 。 内外的lは、 i炎.7U立を~し、 Î1 色

N~ r-を1故JJli':守む Ihil成のため訓執がイミIVJな所があるが、応部は糸切り謝挫であるι

地臥はfHfである

1 S 050・4層 (Fi 9 .88) 

土師器

椀 (32)i加点|唯 15.2cm、日制6.0cm、彼自(庇fM.Ocmを測る。

内外f(riの li'~1鞍は削減が拘:しため Itl，\J蛙不WJ 内外而は、淡茶褐色を

J l ~し、砂収合多 llt合む 焼成は不良である また、~~形は瓦路倒 。 lO<m 

と11.:1.)曲っており、悦1枇品ではないかと忠われる
F I g 88 (A 1><') 1 S n so・4桝111I 1 ~:; 'J~測IÍ(I (IIJ) 
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鶴mllt大伴遺跡 1.次~1t

B区 (33)

1 S D 55 (F i 9 .89) 

土師器

高坪 (33) I尚怖の脚部の一郎で、外出は、縦~IIJ "tI1、内面は、 j'jlJりからナデ

Il問難であるのが、l外而は、礼IIiliを2し、 !H.金沼町を微泣合む 焼成は良好で

ある。r'it.L'(時代の所障であろう 3 。 Sc:m 33 

4.1J¥高吉
F ， g .89 (A 1-') 1 5 055111 1: 1 ~:; );.Wql~1 (Ini 

l品Ioj有|白人l は後世のN:8L等のためかなり破壊を受けいたが、:t:に体的~r， I ， 1トにかけての遺制;が認められたe

検出遺構について

I S X05は、後 Iltの jljl] 、|人撹乱怜でi持が全1ft] してないが、 i貯が巡ること~~.服すれば、際穴イtJAの盟i昨

と与えることも nJ能であろう 。また、板材をfIJいた附'1i.な仮小J~か納屋的な併.ìU物も;tl;\5ÎU1\ 米るだろう c

しかし、 i昨にUM占れた空IlIJに仕は伺i秘されておらず、周辺の Pi tもすべて撹乱であったc /1¥ 1:遺物も皆

艇であり、 n~"JU]決定にゼらなかった 3

1 S K20、1S D25'よ.il1例検11¥11年に1S K20が切っている。JTが~'(I: ，I，~， U\ 米た。 上岡|折r(li尖ißI]I:xJから検討する

と、 I ~に、円たる部分は IUL状に組んでJlr献している ( r S K20)。また、民取I1)jl旬にヒ10ベルトに伐して訓告

した針7*、組没1('に!hllt) 11'(した']J.il'f，IJった (1S 025→ 1 S 050) し 柑 rj~日IJff l )(:外に位びるため械の性栴はィ、
|別であるロ

1 S T35について1'"1:辿・物から検rHする と、 131H:紀IIIf'1".頃に議、'iすると考えられる。今lillの澗作ではI"J

IL~:JUJの叫j成は概認されておらずtI1 ，~~tで作イじする J 詳細 IJ.後JÆに却す。

(B fiZ)で検出した1S D55はI'l~ili[路であり、 fJ&911~ J立に行ったm)ll l 点太郎j世跡2次，11M作でも仰iit 与

れているr 2次訓告では、 1');，1 -1( 1}¥'1にかけては近111:-1(' UI:の辿物が合まれている。下府は、 J.附加が/1¥

1.している o Jf~; i械が抗:しいとめ、|時JUJ伏先に点っていないが、恐らく、 l次訓査と|司 じく ，'..1'1'時代に相、与

する地物であると思われる。

出土遺物についで

1 S K 15から l点ではあるが、突イ17文系 1:?~fの斑!'t.カ(11\ 仁している 。 frrJ辺の遺跡から怖かじ{I(fin，~さ れてい

る/1¥ l:造物であり、今後'C刊;1・の .Iì~JJnを伴って険。Nしたい。よた、 1S K 15から慌1.1、1S K30から行錯が/1¥

じしている。 悦イ iはげ子の nríìË1t も与えられる 。 とすれば、制丈附代の ì~~な生産活動の一つである漁撲

で?・のイ{(fも4・えられる( I人J .i!1の，JI~J脊から側文時代の格とし穴状j自榊やイ7術lみ炉(u! イ i遺榊)が硝i絶され

ている IJf会与える土純文|時代の出i格の{HJ.もポ岐山米るだろう。

次に、イI?:f~({の '1' に焼成を受けているものが多く山としている 川途は不明であるがPi lなどから出

l'.したものは制打咋に悦われたものであろうか?また、 1S 025から11¥ょした訂器の""'で喋石器と思われ

るィ;がl以IH".している( f/イヒ町にr，rイ1:する1'1木阿以辿跡IIで砕しく述べられているためここでは触れな

いが、民地する，1，1，(のみ述べたい よず、i1ql的な位i吐付けの問題と生前遺構がえられない引が惨げられる。

今後、資料の:!:N})IIを仰って検，1・lーされるi世物である 遺跡は周辺に展開すると思われるため、今後の澗査状

況を合めて般討を行いたい
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tlH:l野凹遺跡

第4節鶴田野田遺跡

1.はじめに

'(11') 111野川出跡は、筑後di人'r-~n III' n'f'lIl明2にf1Jr((し、~{向約 14.Smの低位段 1[:に位置するの b誠t4刷h制!紡月泉E 

を)

し、プドウ側、品。JUI なとの1;~1の IJt!iの.jjif;しのため多くの地憎が敵地もしくはm悔されていた_ ，;)~1tは、

柴川カ吋I['~í したυ なお、，'t'， ，. j自物については、{~卜tl¥ 1していたが、粉夫したため様作II't求なかったJJJ

そj也憾に思う 白rll.'.]青山IIIJは・1'.，北R"1 II)J 25 r 1 -，，;J 11~ 12} j 27 nの1111で'JHfuした J 以 F、il'H砕いついて品明

するー 一ー-1

J 1.3 8・
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F i 9.90相川昨川遺跡"品:.J1t地点111:問問 (1/2.5∞) 

2.検出遺構について

1 S D 05 ( F i g. 91 ) 

，.1品作I{I十Jl-I，1 ~'t し取 II可に延びる i何である 検IP，J.c: ~''，) 42.0m 、制0.68 I.05m、深 さO.14-().37mをiWJ

る j惜しU.、尚色上、抗色!この2JI・1に分かれる 櫛は、阿に行くにつれやや深くなる。
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側四野間遺跡

1 S D 07 (F i 9 .92) 

鵬査区北に位置し、1S DOHの撹乱に切られる。

検出長約6.∞m、相O.21-0.90m、探さ0.07-0.10

mを測る。担I!よは、 1111灰色土の単I1習である。

i掠の底面は平らである。

1 S 010・1S 015 (F i 9 .93) 

1I問先民北北京に位置 し、 検出品約15.0mを測る。

.."'"柄拘

~ 。 2m 

IS∞71S∞8土層ー民俗的 白

1箇民色土{沿∞7)w!色土(15∞8"乱) 3舗p.ll色主(1Il!..)

1 S D 10は上層断面凶1-61留に当たり、幅0.58-- F i 9 .92 1 S D07・1S D08J-.府断面突jslj図 (1/40) 

1.18m、深さ0.27mを測る。 I M蜘 t

1 S D 15は$MO.52-0.88 m、深さ0.23-0.41mを測 所ヲミJ ・ J 川

z;は::::::，..::ム.hめ一一
る。1背の底!師は新 f:の門凸が臨めらた。 1;先ヰ丈主会手分冗めW

汐万万WI//I//;
その他、 Pi tや批苦しから遺物が出土 したため帯号・をつけて取り上げ

た。また、遺物がH1tしなかったが、昂=号をつけた遺構もある。

。
W.I!仇』

1m 

1S010 1S015.i・-.(1.1")
T風鯛(!O.斗

2J‘色ょt

邑園緑色:t(ロムー・3(;)

7風骨掴色土tローム膏.畠む)

1S001 (F g.94)南北に延びる撹乱の構である。 1揖帽包i(ロ-1.'"・;t<;1 。右(1$白101
~JR圃色I 7(15015) 

1 S P 02 (F 9 .94) P i lである。 F i g .93 1 S D 10・1S 015よ届断l信実1"1)凶 (1/40) 

1 S P 03 (F 9 .94) P i tである。

1 S P 04 (F 9 .94) P i tである。

1 S P 06 (F 9 .94) P i tである。

1 S 008 (F g.94)撹乱の櫛で1S D07を切る。

3.小結

d同夜 IR J勾の遺構は、以前、茶畑!としてイ即日されていたため、 1~1j.tjZや撹乱を受けている。そのため、併し

い状況がつかめなかった。調査区内から Pi lを検出しているが、遺構として融制出来たものは少ない。

また、遺物が粉出したため|時Wlの特定がUI来ないが、 r~1 I!J:の遺物がtl¥ょしていたと記憶している。今後、

周辺の淵先の状耐を合めて検討を行いたい。
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鶴岡野田遺跡
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第5節考察

(1 )鶴田西畑過跡 (A区)1S 110竪穴住居と筑後市内の竪穴住居との比較友び近隣の

状況

筑後l打内における邸穴此'，I}は羽化、純文!時代から‘y安H与

代初耳i'iq'~ まで数多く他認されている 。 今向の，JlIJ1E地点であ

る鶴川副:t1U遺跡;(A IK) から 1' ，'m ll.~'ftq iJmの出火イHb~を検

tl ¥したの'di内における同時期以(.trr'liir後も合む) ("!目、わ

れる';I;i穴住か;を比較検o'Iしてみたい

まず、 240軒以上の盟火lI:}jl_;'を検出した雌批税ノ木造跡、

が併げられる r 該吋サる司~穴1Ur;は森ノイ〈珊 IUlの 10肝に十11

¥1'1する(2711二・38住 ・57イ上 ・6811::・841t.・ 901ト・ 126

住・ 140住 ・l72f主・196住)。

次ド、22軒の暇穴fUIJを検出した凹問i遺跡が挙げられる"

その'1'で，'I.t政IIS'代"， ~U] にヂi たる 1 4 '1'年のうち 71ドFが十日吋す
る (211:・6イ1:・11住 ・14ft，16十l:' 211J:・22fヒ)

ylに、久IJ'，r~};r ; 足i跡、の l 判:が+1 1 勺する (030 ( 1: ) 什叶18

1叶である。(以 卜・、l蹴数おノ木遺跡を森、 111仰遺跡を田、

久'/:¥"品川遺跡:を久とする<) I，m刊liiii跡 2，1減数森ノ木地跡

ここに糸げた全ての'\~穴1]:.Jr!t に J~:;，.uしていることは、カ 3，久?に1bjpJiU刷; 4，仰UII川畑j立跡

マド付段、加必慌を f*わないn.~'Wjである 。 F ， g泊 筑 後11，における5111紀11;1'1'吋iの肋¥:111，':~i'II"xl (111∞・側削
f l:IA形態は "~)i，降・長)jJIヨプランの2形態に分かれる。

付;火は基本的に4~住である 。 却i(よ5事1:怖 11.立されている ι (川6イ 1: ・ 111 1 4イ I~ ・森27住・保 1 268: ・ 森 1 96住)ほ

内上11員については10)1午の竪穴イI.IrI;に峨秘されているc(川2イ1:・1ll61-J.:・日111it・凹14{.l:・保2711:'得84(1:' 

海14011:，保196イ1:'久030fJ.)hl，Ji昨については、 1 I I 1~I\遺跡;と久" :1 .r，~}叶泊跡で全て硝lå~，されているが、此数楳

ノホ泊跡ではf{Uli2.されていない 1I 1J 1上切り滑については、 11 1 骨11遺跡の41肝で伺ili~，与れている 五 (n 1 21 1: ' nl6 

住・ IJJ11 i.t ' 1 1 1 1 4f1:)山入り円と忠われる|情段状:遭怖が久町品川遺跡 p~f峨秘されている。 また、 I]J~ り H'I

し部を付設サるl担穴fth'j'llrrを(高901上)で冊';i!}!，与れている。以上の紡米を!1{{らしfTわせてね:lfTll"HIlI ;~制;

(A 1'5¥)と比較してみると、峨火イ主1;1;'の脱般(立て替え合む)t.tUH111j世間;の6千1:・ 11 f 1:に次ぐ3酢11の胤悦

となる 。 !経穴化'， '~'の榊;11について比ると、旧制I;m跡2(1: ' 6ft . 11住 ・141.よは附縦、 IIIJ仕切り榊の|付制IJにほ

内 J:械が政けである，1，1，(と大!~HL日・であゐ点が相川 1I引!日遺跡; (A IK) と J~jmする特徴であると1fえる 3 筑後

d11人|における、人;J刊行.frl;'の4、T徴としてJ，'，J川、川-fJ切りi昨の|付側にM内 L峨を，泣けることがセットになって

いる門この脱象は、筑後IIjにIIJ.!ったことではなく枠制的にはられる ζ とである また、特穴lよ44~fl: 、か

はhll人lにあり、 fI :}， ';・形態 UiL)nl~ ， !iJiJ隠プランが出イ1:していることが摂げらる。立地にけをIfl]けて与え

ると、 n':&.故保ノ水illU1J・lよ如何G12mの八!).:!í'，院の l何軒I mj にも't. 1i'~している 。 lTl Oli;世跡は、八T:ti:1漬から延びる

吊状fi地にありtLtiffj9.5mにhZf(tしている 久'1:';l~J， l f遺跡は411i尚 11 mの i~U\ï.段 JÎ: しに1u:Wtしている。削111

l川畑遺跡 (A I丘)は出向 1 5mの11~位段 lモとに位出している J 現段階では、八1;:li:1唆に近い場所に集部が峡

|別している峨であり、制問|川畑地跡 (A1え)は八丈l王|漫から離れたIv:f吐いイメイLする 主た、近隣のJ¥.I;:rlj、
瀬It~ljItrJ、広川町、二瀦町のsllJ:紀前半凶の陸火山Irriの状況はついて述べる，)(，にする

八f，(diでは、 5世紀，)if'1之助の股火fLJuの検/1¥例lよ少なく、 8Jt'tliirlVJやカマドがIHJ.見し始める5世紀"1頃~

後半と 6 11t紀中頃ー後、I~に略穴住l;rrはWt)JII しているようである 。 広川町でも同じような傾向がm摘出来る

が、 5世紀lilr'I~の f静六flltliーの先制H問先例は今のところ柑i与されていないz 瀬向町、 二三樹町では、 5 世紀前 '1ミ

からカマドが1.J政する!摂穴住J，i'l'がFR{it与れている 筑後di、八女 di、広川町とは~1~なっている状況が指摘

IIDltる。今後、八y:l千.隙J，lrJillならぴ1ほj也における発掘，;)/，J査の増加を侍って集部の動向や立地、 ，Ii年ti1f吋な

どf;;-めて検討していく必叫があろう c
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~ 
Z均

T a b.1 筑後市内の5世紀前半頃の竪穴住居一覧表

遺構番号 形態 南北長(m) 東西長(m) 壁高(m) 柱 周溝 炉 屋内土壇 間仕切屑

田鶴 2号住 正 方 形 6.65 6.90 0.50 4 。 。。
回傍6号住 正 方 形 9.75 9.70 0.35 4 。。。。
回 協6号住 正 方 形 8.90 8.70 一 4 。。。。
田部11号 佐 長 方 形 9.30 8.10 0.50 4 。。。。
田錦14号 住 正 方 形 5.80 6.10 0.55 4 C 。。。
回梯16号住 長 方 形 4.60 3.80 0.50 2 。 。
回悌21号住 長 方 形 7.65 5.90 0.50 2 。一
回悌22号 住 正 方 形 4.45 4.72 0.45 4 。
森ノ木27住 長 方 形 6.10 4.30 0.15 4 一 。。
各ノ木38住 正方形?

森ノ木57住 正 方形

森ノ木68住 正 方 形 4 

海ノ木84住 正方形 4 一 。
森ノ木90住 正 方形 5.80 5.90 0.10 4 。
高ノ:木126佳 長 方 形 5.90 6.60 0.30 4? 。
森ノ木140住 正 方 形 6.15 6.50 0.20 4 。。
森ノ木172住 正 }j形 5.30 5. i 0 0.20 4 。
森ノ木196住 正 }j形 5.60 5.90 0.20 4 。。。
久烏030住 正 }j形 5.30 5.50 0.40 4 。 。。
西畑 1SI 10 長方形 6.15 i.16 0.28 4 。。。。
西 焔 ISI20 長 方 形 2.65 4.10 0.24 。 。
ここに掲載した数値は報告書に記貧されている最大値である戸南北長、東西長については一部改変している。O有、一無を示すむ

備 考

焼失住居(炭化材、灰含む)

建て直しt炭化物含む)

建て直し前

炭化材、灰含む

炭化材含む

詳細は不明

詳細は不明

詳細は不明

詳細は不明

張り出し部有り

炉は2箇所有り

屋内土靖2段掘り

周溝内に柱穴、踏段.tkの出入口ペ"1ド紋遺構有i)

報告書参照

報告沓参照



(2)鶴田酉畑遺跡 (A区)出土遺物と出土状況について

鶴田西畑遺跡 (A区)竪穴住居1S 1 1りからパンコンテーナ8箱におよぶ多屯'の上器がIUtした。その内

訳は、実iJllJ可能土器や破)1'1::加を見積もって l倒体として加訂して見ると、型251肉体以上、小澗九1ir:.，:'~20

個体以上、高均:20個体以上、鉢10個体以上、手づくね1:持や不明よ製品問40117.1体以上と言った総数に及ん

でいる。祭配i世物と U1;~使われたと考えられる上路と分けた場合の比率は、 3対71立の\111J什でないかと思う 。

(この数字の比単は、土持j盟別や実il!日遺物から得られた!部党的なものであり、正確な数字ではない。) 11-¥ヒ

状況については、 1S 1 10出土が多く含まれている。

次に遺物について説明lする。

小型丸底重

n径7.0~ R.Ocmfl' と 9.0cmfrの;秘~iに分けられ、 111毛が胴部最大何より小さいもの、口符がJI阿部品大慌

より大きいもの、底部は、r:JiEに近いもの、尖り以1¥未の2極tlに分かれる。11械部については、長〈外lばす

るもの、短く外&.するもの、出立~I味に立ち卜.がる 3組背iに分かれる 。 その qlでも、焼成lìtr に胴部穿孔し

ているのが合まれている。また、突1山IJ/II~毛なかったが、同じく mllj世I1穿fししているものがi点合まれている。

この2点はやjれも、凪を模倣したものと忠われる。今InlのHI1'.した小別九底引は都品eH.として使用されたも

のであると与えられるf

高杯

tf郁の11径は、 14.0cm台、 16.0-17.0cmfi、18.0-20.0cmnの3舶l1に分けられ、阿部lよ、浅いタイプと

深いタイプの2税制があり、}Jt{tlll部でlifjUr，tな段があるもの、段をもたないものの2靴如がある 。 nh~部は JI'l

i説的に|削くもの、円株端部で!lLに外反するもの、内i可欠l味に立ち上がる3組矧に分かれる。脚部はスカ ー

ト状に聞くもの、ゆるやかに聞くもの、阿部で械があるもの、ないものの4秘知に分けられる。これらの

遺物も祭l把「まつりJに他nJした遺物であろう。 また、床国IIIt遺物については、杯開lは伏せられた状態、

脚部は床litiに慌した状態での山上であった。阿部、脚部は接合するものはなく、それぞれ単独である。

これらも、 r~ll也行為の一環としての現象であろうか。

聾

1 1 1t 1 1.0 --1 3.0cm台、 14.0 、 1 6.0cmT~、 1 7.0 - 18.0cmfj'の3税知l二分けられる 。 特に 1 4.0cmnが多い。 II~志

向lは「くJ字状に外反するもの、 1((i'1_気味に立ちヒがるもの、微妙な凹1"1を比せながら外反する3儲矧が

ある 。 11牧市と体部のJ完は、なだらかものなものと械が入るもの、時控が厚い、 ì!lt い 2秘~nがある 。

JI同部故大1fがli*まより大きく、球制j肢で九践のものが，Iiめている

鉢

l寸径12.0--14.0cm Ti、15.0-16.0cmfiの2Ht知に分けられる。n緑部は短く外反するもの、純やかに外

j正するもの、内向する3州知がある }L味のあるIJ同市で九成のものが山める

鉄製方形鋤先

T eI b.2の '~:d<にぶした通り、 『混穴住!日fか らの IIJ 1:例(ニ限ってF(うならI!、新しい時期に属する遺物

である，)j形から U1_:明へ移行する1I'(nlrの資料て'ある また、このrtか!切に政当する竪穴イ1:1ò~からの H\上例

(J.非常に診しいと甘える /1¥上状況については、 1S 1 10としているが、間作作柴日から聞きと ったり，lJlf
によると、 (Fi g .2)の(閃m)で心した斜線部分のIN点在日からの出 iこで、あり、前点部でも附であると

日う G この遺物に附して、山 lfii より J~: Iこ浮いた状況であったようで、床的i/H-t遺物と判断しでも良い辿物

であると忠われるつ
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不明土製品

不IIJJ上製品と称した遺物の共j!.li点として、焼成は良好で堅開であるものが多く、占師に轟状日z痕が回.

められるものが多く合まれる 形は不定j隠なものが多し、。これらの造物は、 r~~~iCJ と|制述する遺跡から
の山上例が多いため、祭耐とl同辿す る遺物と断釈出来る 今fillの嗣査での不明 1:製品は、祭可iCを行うに

‘IJたり、 13fJ与えものを抽象化したものではなかろうか

手づくね土器・土製人形

幣穴住1，1;'から多数の Fづくね 1:砕(ミニチュア上路)がtH上している。それらは、然記にmいらた祭

利J{.であると.15'・えられている。その Itlで肢もiT.llしたい遺物は、人の形を棋倣したと.tll，われる遺物であ

るeJFIulの柑;りでは、 r1:製人形」として報汗する 現在、 ヒ製人形と祢される遺物は、弥生時代から出

1: f91Jが知られている IH 1:地点は、株、市川の.Iltliql、集部、祭杷遺構、包合同、樫穴住居など綿々な

形で11¥1'.しているを今lul柑??する上判人形は、5世紀初副-5世紀前半に位置付けられる礎穴住居からの

出 l: f~lJである J しかしながら、出上状況については不明であるため、 1 S 1 10環 1:rj Iの出仁であるとしか

もJtえないが、恐らく (Fi g .2)の(陪1m)にぷした斜線開iの南京都であろう 。県内の山上例の巾で類似

する資料として、ぷ昨町のi却J末松IJ;{遺跡;山上の10体が政JJiする。比較して見ると、御床松原出土遺跡の

し製人形は、日.n.鼻がl列らかに火.fJLされているし、性器と思われる郁分も表現されている。さらに、

尚さ、時限も 喝!hlり大きし、。また、 tJrlに吋たる部分を去とし場合、夜に当たる部分は何も必現されてい

ない。 什り )Jは、科部分を別々に作って抜-介したものではないのに対して、的凹阿~Ill遺跡; (A!l.)の場

介は、 子に、竹たると思わtれLる削郎:分だけは1後走カか、ら付付aけH川加11えをしている主司耕j肝4同カが<!吋咋叩!Iキ刑判|ド判州iリ司|リlる。(この矧部:分を予として考え

るならばそのようにIバ?える。0)村杯相'!i逃主也，点!.
I税lは』与れておらず、 m~f~ さえによって鼻に吋たる部分を長現しているかのようである。 衣か寝か判ら

ないが、指~Ill さえによる i制慨が阿h に揃ið~./-I\*るため点張の区別が付かないし、体のl向後も判からない。

(今1"1は、 寸志鼻と忠われる部分をl<.として報告することにした。)

共通点として、胴|マ部はどちらも「足Jが長現されていない。そのため、附広がりで安定!棋がある作

りである 。 また、 J品j段 1(Ûに剥離した痕跡は認められないため、上2~などに取り付けられたものではない

ことがJえる 御床松似遺跡では、祭lJlを股けて供えたものと考えられているため、制問阿畑遺跡 (A

Iえ)のヒ製人形にもlti]微に考えられるのでないかと思われる。何れにしても、この上製人形は続配的遺

物であることは11IJ逃いないものであろう 。その他、f-づくね土器のm上地点についても問機に (Fi 

g.2) の([ヌ1m) にぶした斜線部のI+-i*部から~rl' して H1 -t しており、 11\ 仁状況も床面/I \ tゃ北3層に対
応するレベルでのH\ ヒが多くあったと聞いた。 ~~り部分の調査から検討して凡ても、北 1 - 3届に多量の

上絡が作まれているためこの部分でIIIJ述いないと与える。

今い|の叩117は上製人形として柑fりするが、人形として良いかどうかと官う問題も今後、検肘しなけれ

ばならないであろう。

h占 1去に船田~可制遺跡1; (A 1ぎ)1 S 1 10111 1:遺物の世訴さJLつ、土製人形を合む祭記遺物、鉄製鋤先な

どがIHヒし、今後、竪穴住居における続可，1:と日う新たなfllJ匙lを与える資料になるであろう 。
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T a b.2福岡県内における竪穴住居出土の方形鋤先一覧表

遺跡名 (市町村) 遺構番号 時 期 参考文献

拡塚遺跡 ~ .筑後市 ) 1号往 弥生終末 筑後市教育委員会 1970 

三雲遺跡H (前 原市) 18号住 弥生終末 福岡県文化財調査報告書第60集 1981 

小田道遺跡 {甘 木 市 } 46号住 弥生後半 甘木市文化財調査報告書第8集 1981 

上々 (荷造跡 (甘木市} 4号住 弥生後半~終末 九州横断自動車道埋議文化財謁査報告書-}- 1982 ， 

西新町遺跡 (福 岡 市 ) 住居覆土 弥生許末? 福岡市埋麗文化財謂査報告書第79集 1982 

上推進跡 ( ;嘉箆町 1 5号住 弥生経末 嘉穂町文化尉調査報告書第3集 1984 

怯木遺跡、 I 1那珂川町、 35号 住 弥生終末 那珂川町文化財調査報告書第11集(下巻) 1984 

犬汁追ー跡 (=輪町) 38号住 弥生後期前~sp葉 三輪町文化財調査報告書第4集 1985 

三雲迫ー跡 (南小路地区福) (前原 市 ) 2号住 弥生終末 福岡県文化財調査報告書第69集 1985 

乙隈天道遺跡 l筑紫野市} 3号住 弥生終末 福岡県文化酎調査報告書第86集 上巻 1989 

同上 5号住 弥生後期 同 上

向上 7号住 弥生終末 同 上

υ、 向上 52号住 弥生終末 同 上

向上 86号住 弥生終末 同 上

向上 92号住 弥生終末 同 上

向上 93号住 弥生徒葉~終末 同 上

向上 103号佳 弥生終末 同 上

上清水遺跡H区 Ut九州市) 16号住 弥生終末 北九州埋蔵文化財調査報告書第100集 1991 

室同工業団地遺跡I (八 女 市 ) 56号住 弥生終末? 八女市文化酎謂査報告書第27集 1993 

仮塚南遺跡 {筑紫野市) 66号住 弥生終末 筑紫野パイJ'¥ス関係埋蔵文化尉調査報告書第3集 1995 

飯倉D遺跡 t福岡市) 5C-246 弥生後期~終末 福岡市埋蔵文化財調査報告書第440集 1995 

平塚山の上遺跡 I (甘木市) 5H084 弥生後期~終末 甘木市文化財調査報告書第36集 1996 

切杭遺跡 f夜須町) 5号住 弥生終末 夜須町文化財調査報告書第36集 1997 

以来尺遺跡 I上巻 (筑紫野市} 17号住 弥生終末 筑紫野パイ/¥ス関係埋蔵文化財調査報告書第4集 1997 

森山西遺跡W区 {北九州市) 18号住 弥生後期~終末 北九州埋蔵文化財調査報告書第218集 1998 

土産・藤光遺跡群 E (久留米市) 51101 弥生終末 久留米市文化財調査報告書第145集 1998 

尚、筑後市所蔵の文化財報告書に限っているため、撮れらあると思われるがこ7承願いたいロ



(3)鶴田西畑遺跡 (A区)1 S 110・1S 120竪穴住屠及び屋内施設について

削川1'4'UII，ili跡(A l'<)のlぜ穴1Ua';'1S 110(よ、 "II.J.1fl'{キfJl;~J~ した結民、初めて!世火{116'が切り合って

L 、る ~h.が刊った

，tず、 1S 1 1 ()から，.}iIQjサるけi1ヒOv'"'Ih) 6.()() -6.15111、以1'4U:tiトIU) 7.α) - 7.16111 、 11，~，\百0.15 - 0.28

m 、 1，'，Ji/lí'の 1~11\().07 O. 1 g 01、深さ0.02 0.1号mをiJilJゐ 11 1[';'形態は、長)jJ陪である また、北京隅の一部

は1S 120い切られるため{111:titiii米なか )t.か、 j-iスカf41.'.]巡っている.H火は4~，;H-<:'、時火{lJI;'の4

1!IJI ゃれll ふ対内線~}、~. n tl'川う idiiqに十l火か|叩ii'j弐れている 十，.火川はれ1'43.05・3，30m、I+T北

九.05 3.2501、i京さ0.43 0.54111 、 li~ífo.14 O.15mをII{lJる

次に、 1S 120にウL‘て，，}2.lljJ -.jる 1 S 1 1 ()に切られる略穴iHJ;である 刷校合従11;(してみると、市北

O¥f'l'lh) 2.21 2.65111、以1'4(H: '1'111) 3.75 4.1 () III、i民正IjO.13、O.24m、I，'.-Ji背の中hlO.O1 0.21 m、深さ0.01-

0.0901舎iUiJゐ"11)川形態は、 1'::)jJ日であるu 主た、|ヒにベ y ドを卜Jjl立する べ j ドl土地山削り/1¥しではな

く、lIi~:Nd: と|り1・11~.1.を約 10.OC01作仏んでいる 'J rか町1' ，t:!.!I\ 米た P 1 tは伺・認11¥米なかったが、応内 1:城と

'i5'えられる Pi L を 11~: ü1!.した 曹 この2車rの照火イL}.';を ill物から 11J断した場合、 U.~ Ifl] 11"~は認められなかった。

そのため、 f)\~íに (1: 1川崎絶から ー [:?:iHE ~r::~ で(J)f1.~ 1lIj;'史はないk与える。

次l二月目火11:1.
'
;のJi{l)、Jblli，I立について砂川 jゐ。

間仕切り滑について

Mらかの11(101'よって品11られたものであり、略?にイU1;'内会伏くイ1:っていたものであるシ与えられるが、

川のI)'j~HlJ に以内1.J13è を設けてある場介(よ、本訟を I~IIiとするためい拘|られたものかもしれなし~しかし、

'，'1111の"I.'，Ii'r.では、ぞれらの状j兄を倹，il1/I¥*なか Jた

炉について

出仇倹/lUt.~は、必、色化ル !ii していてJ~~I('Iからf.'{'.かにlijlりTFめているのが1i{1:，!!!.I H米た。そのため、「炉跡」

とした 枕 1，よ、 J11'.1ソl'のみに認められたにすぎず、地山1Mまでは及んでいない a 炉IJ.略穴住1，1;に対し

ては、 .JI'i;~' に小さく、 II 'ii\'の '[:iliで 'Ui ，:1 に他JIJ したと(.1思えず、 - II~ 的ι使川したのではないか t 忠わ

れる 品物の却にi1: 11してはると、月炊きい他川したと与えられる却は、外而l令1(11に煤がi.J心する もの、

11阿部IJ'f 1/: 1" '1".に叫が十J，j"パるもの、収部付近のみに煤が1・J，，'f[するものがある。ま た、煤のH.{jを観察

すると、 1'/くf・J，{fするものと、あ去り十Ui-していないものに分かれる そのため、炉にlu4をおいて火を

受けたものと、主:1仰などを仰川したものがあると思われる 山1:泣物から止;脚U/lU'，しているが、火を

受けている同 fははられない 他ω1?:;'1・代JIJした悌 r-も11¥1二造物から112.められなし¥また、炉の周辺

ド lよ 1)<，ヤjパかIIx らばっている状川(，t~.{(，W.されていない がと斑土では悌+11が}もなっているため、強は盤

火1Ul;15~絶に伴つて廃挺した泣物である企庁えられる t

屋内土捕について

以内ヒ械についての解釈は、色々な考え)Jがある。1S 1 10鳴穴住肘から3品、 1S 120竪穴住居からl

JJ.;のMr人u二械を柿lfl~. した lつは、 111日t切り榊内にある土城 (Pi t 7)とその反対側にある土.繍 (Pi 

t 5) 、 111J{l: 切り if~のすぐ北にある上減 (P i t 6) である ι 間仕切り榊と切り介いがあるため3J主 f~ij1時期

にあったのでなく、おそらく Pi t 5・Pi t 7とPi t 6と分かれる。 IJ¥J，遺物について、 Pi t 5は泊i

J不の旬、郎、 Pi t 6は不I!fJ土製品、班、 Pi t 6・6脳は子づくねIュ器の椀がIL¥上した。この舗は焼成後、

IJI司郎からwイしがnたれている。 Pi l 7からは山上地物はなかった。W1:迎物は、何も1-l:/lr廃棄に作って

流れ込んだj留物と思われる また、それぞれの以内上械の深さについて、 Pi t 5，;l:O.73m、Pi t 6は

O，68m、 Pi t 7は0.43m、 Pi t 12は0.69mを測る 。以上、検11¥した4).Jjの出内!て峨について

の1t怖判らなかったが、 Pi t 7以外の};_{I付仁峨の深さが、ほほ同じである引が指摘出米るだろう。
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今後、 向然科学分析ヤ出土遺物状況等を考えることで、用内 L臓の機能や性格について新たな解釈も生ま

れて*ると忠われる。

床(硬化面)について

床而は全而に硬く、特にテカテカとした光沢がはらる範囲を健常、した。この部分は他の床面より非常に

硬い部分で硬化面とした部分である 人がどのように行動したかを不す範囲であり、 JT(要であると考えら

れる。1S 1 10略穴住居では、 イ:‘1"，分~.:~ qJ している 。

小柱穴 (杭痕跡)について

制川刊畑遺跡 (A区) 1 S I 10の竪穴住府からは、別減内に小住火が部分的に確蛇された。これは、わL
4氏周;と忠われる。 しかし、断ち割りを行ったわけでもなく則上状況のみで判断した。杭抗状況を凡てみる

と、北側で2側、 l有1lllJで311"'1柿1iU!.した。点側は同情内にはなく、!日構の内側に嵐日IJ的に並ぶ。阿sIIJには2例
小特火がi惚められる (Fi g .2) ，このような状侃から、間構内の小怜火は暁体保曜のため打ち込まれた

と考えてもJ'J.いのではなかろうか。J対i昨の内側の小枝火もhiJ梯のことが首えるのではなかろうか。西側に

関しては、 11¥入り r1と指定している位世に柿川形を坐する遺構があり、そこの位置には小柱穴(杭痕跡)

は説、められない 検出した杭痕跡の深さもばらつきがあるため検討が必演であろう。

しかし、 Jljf賞状況をはる|拠り、 iH);¥J住俄であるため明体の存在は苦えにくし、大瑚の艶穴住}Jl}を榊築す

る隙のJ4ド1:の川辺iを母ると、}?，P是のが{Eを身えなければならないであろう。}1'J嵯が砿Jf1!I.される状況は、火
山のj氏や料行などの自然災:!?によって一気にJfT!まるような奇跡的な例外を|添いで、検11¥が|利舶な遺榊の ・

つであろう。今同の調査からは、 j品拠の存{Eはわからなかった。

出入り口について

出入り 11と.也われる遺構を検出した 2 床而から侃かに刷り込んでいて、 rVIらかにロームプロック (f則前

色上)を使って組めた柿円形を位する地榊である。先述した迎り、小柱穴(杭痕跡)が1同然にも惚められ

ない。その柿円形を引する泣仰は、床l前の部分ぞ般化l日とは巡って、さらに強い強度(踏み締められたも

のか)があったため、この郁分を 11\ 入り円と ~f(:先した。 そのため、悦敢な網干Eを行った結果、蛇紋岩製の

勾1:.1点11¥!て したc 勾 Rは、祭~i~nであり、判1 を;.~るための祭持である 。 そのため、監穴住I~'ill築時に伴
う「地îl~rJ~~i~J 的な立味があると思われ、 ill鵠悦礼での祭叩として 11\ 入り円にがII納したと与えらる
だろう。
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(4)鶴田西畑遺跡 (A区)1 S 1 10竪穴住居の復原と位置付けについて

.1)回附畑泊跡 (A区)鼎穴住1，l}ISIIOは遺物の出と状況が不明であるが、峰山・な遺物11:と伴に、祭杷

遺物と口-った非常・;二重要な遺物を含んだ竪穴住民であることは疑いない。そのため、艶穴住府復j訴と位置

付けについて試みたい。

まず、集熔から離れた微高地に大型竪穴住民をillてる。それにあたり、床而を形成するために貼床を行

う。その後、出入り口に当たる場所に勾Eを血納した。これは、建結時に伴う地釧照的な意味があったと

推測され、，iI!鵠儀礼的立味があるものと思われる。

そして、強穴住居内に祭岨を般け上製人形をはじめとする、干づくね 1:時(ミニチユア)をrl'心に住肘

内でMらかの「まつりJを行う場所として、人々が矧繁に笹穴住肘内に出入りしていたと思われる。その

ため、保聞は全体に硬く、特にテカテカした硬化而が制祭出米たのであろう。11¥t_遺物を凡ると、人形は

u也に取り付く恕設を人形に移したと与えられる遺物であり、人の形代(代m品)として他ITJした"1'能性

がある。 また、鉄製)1形鋤先については、 mJ~!ゃ拘IfjlJ等で使用される土木町共であるため生活~$;鍛である

;;品排に関係する泊物である。 この~Jlから、 ä耕に|則する然記的行為があったのであろうと 4t~ lUlJ される 。

そうして、時IlIJの経過と作に、世穴住!日;-で行っていた「まつりjが徐々に行われなくなり、ついに廃絶状

態となる。

それに伴って、「まつりJとして使川与れた泊比(ヒ路)と日常の生活用凡(Ul;，?)を代用し祭耐μと

して、!強絶に作い「まつりJが行われたと-If(:測される 破片上慌が多く IH1:しているのは、この段階での

指凶の砧*であろう。

このことは、艶穴住居地鈍l時、 l琵火他川 Ihf、，~見穴'1~純l時の3段階でそれぞれ「まつり」が行われたこと

をぷしているのではなかろうか。

このような'Jlから、t，墳時代の人々の心の '1 1 には、どのような神が作イE し、 ~IIIに対してどのような観念

を持っていたのか判らないが、摂市crまつりJと11う行為が日常快活の ー怖としてifC&[な行引であると作

に、それを行う場所も必裂で U.つ[(咲な位în付けとして存在していたのであろう 。 It~J illで 1..1時期の強穴

住1，1}は存化せず、単独で存在する。立地に眼をIIIJけると、微向地に存在しているため川辺の集都から比え

る !CJI~Tであったと，思われる。

つまり 、然叫「まつりJを行うために築かれた略穴住川であると判断しでも良いのではなかろうか。

略穴住!川の刊上司1( l二層)から焼ヒや炭化物も )'fr lほめられるのは、 r~~むの終13で火を使った妨肥行為で

はなかろうか。務両日|まつり」を行うことで、「神Jをなだめ、側める場所も必裂であったろう。それは、

山明l時代の人々も性かで安定した'1ミ間企明み、開うことは、今も 1'(も変わらないことを点しているものと

解釈できょう。

今IliIの先制問査の結果、制111阿畑地跡 (AIよ)略穴住l，l:'1S 1 10がそれらに肱吋するものではなかった

ろうか。 しかし、あくまでも挑測した文市であるため、今後、周辺の調査の資本1mJmをWl待し、この竪

穴住府との比較を行い集部でのも，i:fnf・jけを!l!に泊ボしていかなければならないだろう 。現時点では、品

緋儀礼を中心とした祭州場として、集締から蹴れた場所にイ{:{f.していた岐火1 1.}，~.ではないかと eえる。
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(5)鶴田東大坪遺跡1次調査 (A区)の1S T35について

銑後 tliにおいて当遺跡とほぼ同じIIJ=~切に該当する遺跡、は、 l躍数

謀ノ木遺跡、3サ上城~(木並木枯i-~~) と i向江遺跡 S T50 (木枯-4t!1泣

いは、木J;t木枯認)の21島が冊"認されている。今Inl凋査|更の|湖係上、

令:捌出米なかったが昔話1]京大1~1~遺跡 l次制ft (Al丘)から 1~!~ J:摘

~(本長木*n~) が4恥認与れた J 合計3~品である c

JJIものJunサるよりuよ、何れも巾.創!でイ長ιするl.(と.則非施設がイ記

長本相必であると古う，11'ょてーある。

刷$~M，および1JL ItJJ: "11" の:i'ü~却をはると、TtW以再ノ本遺跡、からは 1'1

俄碗l点(IV頼)、 1 n'jJ器小lIIll点、 ~\}_ )J 1点が11¥1:していゐ ，

?:Ijf[辿跡からは、 iNJ州鋭1IIri、IriJ't己潟系 ，'，俄1IIlll.((1・2制)、

1'1儲1mIl.( ( VIII-1 li)が出 1'，している 、

また、 I筑後将 1-:íj(政j には、 I"J地 1-< から i~J州鈍 l 刷、 I"J'/I;烈系

1'f磁IJIL1 点が1'1'， J Lている 'jfが制介されている

そして、仙川点火J'I!辿跡l次;i)，'.Jff (八li) から 1，1M ?~ 1f~ Il入、 仁

川， ~，~/J、 IUl3}.'，'，が，'11上している。

比脱してみる と IV J らかなtJ'Jl~品、 fJtl~ ，''''，の足がある
これが、吋 II，~の礼会;I'fl;c (物流)によるjGなのか、 J_!l!，非された

人物のikなのか、作込儀礼のi11なのかは検討していく必裂がある

~n川地I~，では rleJ.-'j{蚊|、新榊地ばには 11十iI奇妙!kI r IW'，~WkJ の
'j::y，がf~っており" ， 111:の凶般のイ'{イ1:を従わせる

また、 13 川東k.J~~辿跡 l次 )1周査 (AI)() の約600m IHに削IJI梢 1.峨数森ノ木浩跡 2・，:~jnm刷、
原遺跡、が)'i}I'(];するc

3，向山点大坪ja跡 l次iîJ.'~伝
このj世跡は、 "，11上1:-j; (本と して j:>~) (13 111:紀後'1"-1411t紀前、ド切)， 

i件、制¥'LUill物や 1'，臓などのj制的が検出されている
F， Q.96 JM量11i1:Hlt~ I ，I，II紀州のIII~W和I~ 1I/100.()(XI) 

rl ' でも、 iJ'I，~は 1:地を1"(11111する札怖があると附釈している

遺物を}よると、愉人陶般協も)~ 1"/lU '，しているため、この地ド)，';-住した ~rll のド静岡が現われる j世糊:であ

る。

筑後di内から検出した均tt.~~も少ないため、資料J(~)JII&ひ~mJillの訓告状況と什わせて辿跡・遺物から傑る

必要があろう。
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(6)まと め

今回の先制liJ/;]1f.の成 J特として、筑後 rlìで2例日となる 11 卜行待時代のナイフ Jf~石器1点、土械71彦、構 14条、

.ttt 叫 i 述、!張穴 Lt l，1Ì' 21~f 、イミ IYJ遺構 1 jl~、多数の P i t などの ill物、遺構を雌 ~2.する ~JJが IU 束、当地

域での服史に新たな lペ ジを}JUえることが出来た。

特~~1仙川西~m遺跡: (AI>Oの略穴11二府1S 1 10から出ょしたよ製人形は、特記すべきm~な資料である 。

また、 ;F成5年度から始まった筑後*部lilll.t.幼繋1ll11lJt柴に伴う発掘削l告が、I!成10年度でようやく終 fし、そ

の結果、先!htl凋有地点.(は、延べ28遺跡57地点に注した(F'i g.I)"党抑制査を対象とした問所は、支線

判"水路やIfiJの11IJ'I~ を受けるために遺跡、のf~~がが山米ない部分のみであるため多くの地点を調脊したが、

引税を抑制する主でには雫っていない 説缶、平II~;. J.f作成のため鴨!lll作業q]の全遺跡:を合め、現段

|珊での筑後点部地|互遺跡l作において II.~ 代ごとの概観を試みたいと忠う

旧石器時代

旧石慌時代のi喧f~tは硝認されていないが、今1I村It; 1，'する飢[1点大.t'I!油断;1次調査 (AI>()からナイフj修

行協が硲認された。そのため、川辺に11京地iオる遣榊、迎物の{F{f.をうかがわせる資料ーとなった。‘I!成10

{fl史的J1f.した、前j川，11ニヶ i也泊跡l次品l脅から数以111イJ-~~fが硝秘されたことを什け加えてたし~今後、

強.fI1{作業が終了と 1'1~にJM))11すゐ と.'&1、われる

縄文時代

純文時代の辿例、遺物についても同織に1(1})II傾向にある ~榊では、 111. lUJ の:(，非tlみか (集イ i.iït榊)、都

し穴状遺併が多く仰i li~. さ れている ι 地物も抑制紋仁時をはじめとし、 111形紋、条1U，紋、格(' 1I紋上昔話が

/1\ ι しているc イl~ ~;f虹iは I:~~灯、 J刊行などが11\仁している 。 筑後市での分布状況を凡てみると、務し穴状

)~榔は、筑fを点部地|ベを小心に八久・仔.協の 114端部付近に多〈存在する 。 イ iMlみ角 ， (~ィ ijj1~昨) ，よ筑後di

の恥持IS と iti阿部に分布し、 引j1硝紋上日誌の分布状況と非常に制似している 'J rがrfえる 。 r可J血 IK とも ~ßI助戦

市iII'j r.業で先制 ~nJ1f.の1'1:肢が多い場所である。また、予成10作成Ijl日任した向。1111地1>(から、多くの11j1!c')紋

仁慌がIH上しているコ

弥生時代

悦;LI:.n;~・代に入ると、遺跡敬は明大する IIIf JUJぷ ttlの卜 j脱会新前松hj(地跡から倣)~p和認している ， " tJVJ 

に人ると、制nI .'jこケ 池j~跡4次制作から型打i l À~ 令 P.(tl lt~. した r 後WJ人ると、的ml~!:~;長ill跡2次，j日]作から I現穴

(Ul;'昨を検IH している 。 また 、‘I~此 lofF. 1.立，mJ1f:の1tr1川1'4''1二ウ 池遺跡、からも幣火山田昨や抗11立Hill物l件、

JMf昨状j世十;Itを検出している。b吋"i1.も後lUJから終点にかけての|時JUJにあたる ~:J; ll=時代JiifJlJ] ~~ -終ぷに

かけての遺跡は、筑後JU部地Kに|眠らず全域い分布している 3

古墳時代

弥生時代じ比べて占Jft時代に入ると、辿跡散は減少する 。 |拘JUJでは、久必rI1~!f遺跡、久).lf.仁川原油跡か

らそれぞれ単独の略穴住仰をI~q・ずつ確認している t "1)切 に人ゐと、今|司十f~訂した訂j山凶州遺跡 (AI>()と

新?~V~)L III遺跡から!摂穴住J，J;' を I'ÎJf最に 1 11汗ずつlì{H f&. した。今の所、 liÎf問、 qtj制の怯穴11~JAlil;1.到!で存(fする

ようである。何れも劉Jι器、カマドイJ投されてはいない。現在までカマドイナ般した強火イ1:日・のnll，J~在例はな

いが、新i持丸田遺跡で検11¥されていた しかし、 hJlI場幣1JI~ 'J ~某 ι'Jq則係貯の助法いによりゅJ1fされる Jìíf に、
掘削されたために詳細11 は不明である。 また、新i荷松IJ;{遺跡、から i背2条を桃山 しているが、 i背の性十両は不I~l

である 。 dï椛|時代の集落がどのように展開 しているか、今後の，~~~却であろう 。
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歴史時代

萩良 ・平安時代に該当する遺構、遺物にl却しでは、あまり碓間.されていない。崇良時代に骸当する流

路を鶴田前自遺跡で確認している 。 平成 10年度にll1A)査を~地した的日1木屋の角遺跡では、古代の官道

「凶海道jの側j昨らしい遺構が確認されたと聞いている。それ以外の遺構は未だ雄官、きれていなし、。

中'lJtでは、新構丸田遺跡、から2X2聞の掘立柱建物が蹄配されている。久忠J11ノ上遺跡から点商に庇が

付く 2X21llJの捌立柱建物と2X21日!の総柱の樹立柱住物を検出している。また、柏田楢服遺跡から抗11立柱

建物や区i両溝、輸入陶磁器も出土している。そのため、この地に肘住した集団の階層を焼うiJf.がtH来る

資料・である。久忠伴ノ F遺跡からは、室町時代に組まれたと思われる石垣が検出されている。調査姐

当者は、榊造からみて水路の護岸とは考えるより、屋敷の周辺護岸だった可能性があると述べている。

近1せになると、新構え丸遺跡や鶴田i，\~代遺跡等で榊が雌認されている。 最後に、現在鞍理作柴中のた

め併しい|時期は不明であるが、 m田武ilt忠遺跡から漁労施政のゃなと思われる木杭列も硝惚されている。

このように、旧石器時代から近世までの遺跡が数多く存在することが判った。小さな梢み抵ねではあ

るが、筑後*部地区遺跡群の肢!との大きさを改めて!酪じる結保となった。 また、筑後J.I!部地庶遺跡;酵の

発細川j夜を平成8年度、干成10年J3tの2年間、調査を.j8.-?-Iiして感じたことは、茶畑、ブドウ畑、竹林や造

成等の袈因で多くの遺跡、が発捌11，同査をする以前に破壊や破mを受けていると冒う事実であるのこのため、

地榊検出作業、銅!削に多くのH別UJを費やしたにも関わらず、遺構の性格等を決定するに3iらなかったり、

遺物が皆無なため時期決定が耐眺である場合があった。そして、今川の発掛!澗査では、現場の途中で担

当者が代わったため、現場のi世首都(凋有'UJ11刊の位民)で|則係者の)j々 に多大なるご述!惑をかけてしま

うと冒う耶態を引き起こしたことについて、どのような問rllがあるにせよ調査初出将の¥'{は免れないも

のであろう 。

批1去に、間口lPCi畑地跡;(Aほ)の鳴穴住附IS 1 10に附して付け加えるならば、遺跡そのものは削減し

てしまったが、開!越が多く鈍っており、月該J明の研究に新しい資料を拠供する lJ~が出米たと言えよう 。

しかし、略穴住肘の捌査、 j監物出ヒ状況などにイミ十分な点があったため、推測が多い文章になってし

まった。 i金 '11 から現場を~q ‘1'1したにせよ不卜分な捌査になってしまった事は何めない。 今後のこのよう

な制査にならないようにj足利し、この経験を生かしていきたいと与える次第である。

今伊lの報1'fで筑後点mS "I~坊戦備~jf.柴に伴う械白羽qよ3111l ll にあたる 。 鍛ßI!作業中の遺跡、も多くあるため、
細部に歪る検慨が山来ていないが、拙終年J立に新ためて総Mを行うつもりである。

おわりに

嘱ß~l敵U として筑後けiに*ることになり、予Ilx8 'W風:の筑後東部地1><: 幽坊戦仰に伴う:I.illl能文化財発掘削査
の担当者になった。また、本米の相当者がいないと百う状況に陥ったニとによって数多くの問題が先生

してしまった。そのため、水系、上地改良|正を初めとする協議を何度も練り返すはめになり、忙しいrlヘ
同僚の小林周作氏に同席をお願いしたり、数々のアドパイスを受けるなど栴段の協力を得た。また、(当

Il.y)社会教育訓係民であった本村正附氏にも格段の御配唱を取し、た。両氏の)J強い後押しがあったお

除で、無事例売を終える~が出来た。 末低ではあるが、記して!直樹の;立を表したい。
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編集後記

「制作品の刊行をも って初めて先制訓査が終了するjと古う大原日Ijがあるが、ょうヤ<4年後に報告

をfリ行する!Jtにたどりつける，Jf.が出米ましたq

また、今問の械情にあたり多くの光学"骨賢からご~11~r，c ， ご教示 ・ ご協力を賜った4J~を!盛時致します。

市計の)J此不JEゆえ誤痢や行さ過ぎた附収で失礼があった折りにはr.!:I，症の棺お願いして開催することに

します。

M1，をに、 ~~ '~'iF作成"， のJ I完成 11 イド ( 1999) 6)j 20 1 fに*部仁地改良|孟局長の内川1:T.I.~が亡くなったと有
う松柑を受けました 氏は文化財側と工'Jq瑚係庁、上地の所イ'r/'i'との出Jjを等で脅附され、多忙な日々を

過ごされており、文化財の発抑lWiJ先の11さ瑚附!i'でもありました。ζの械作llfを氏に伸げるとともに、

ご}~Mをお祈りします。

筑後『市!i教f背?了.委iμi会が平j成&:1川0年)皮支までにF司:Ijq
j泊凶りであるo
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筑後東部地区遺跡群 I

筑後~ミ部地区遺跡昨日

久i;f，fb居泊助;

J減数赤坂遺跡
一

筑後阿部地区遺跡群
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